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１．はじめに
　　ユヱには、ユヱと「ニ」がついたユヱニの2つの語形がある。
　（１）人音すれば逃げ隠れ給ふゆへ、物言ふ事は叶はずとこそ最前より申つれ。
 （近松浄瑠璃集　蝉丸）
　（２）里好　心に誤りあるゆへに、はつと思ふて立つたる顔。 （江戸歌舞伎集　御摂勧進帳）
　（１）（２）のどちらの語形も前件と後件を繋ぐ形式である。前件の事態を「ユヱ」「ユヱニ」が
承け、後件に繋いでいる。ユヱとユヱニはどちらも上代から文を繋ぐ用法として使用され、先行研
究において用法に差はないものとされてきた。しかし、語形が違うということは、何らかの違いが
ある可能性がある。石垣謙二（1955）は文を繋ぐカラに「ニ」がついた「カラニ」には、「カラ」
との機能に違いがあることを指摘している。上代における「カラニ」は原因理由を表す形式として、
「単なる原因・理由をしめす語ではなく、原因の軽い点を強調する感情表出に主眼を置く語である」
としている。原因理由を表す「カラニ」について、
　　活用語をうける「からに」は保元物語にも平治物語にも用例なく、室町期に入っても発見され
ない。けだし、その変遷がゆくところまでゆきついたために、おのづから消滅したのであろう。
この点からみて、室町末期にやうやく発生して現代語にさかんに用ゐられてゐる理由をしめす
接続助詞の「から」は、絶対に「からに」と「に」をともなった形をもたないこととあはせて、
全く別種の発達とみるべきであるとおもふ。
として、「カラ」とは別の形式であるとしている。「カラ」については「「に随って」と訳す」もの
としている。本論文はユヱも、ユヱニとの語形の違いによって機能が違っているか、違うならどの
ような違いがあるかを考察することが目的である。また、カラの場合は「ニ」がついた「カラニ」
のほうが消滅した。しかし、ユヱの場合は時代によって差があるようである。
　文を繋ぐ用法とともに、ユヱとユヱニには以下のような、理由を表す名詞としての用法（以下、「名
詞的用法」と称する）がある。
　（３）君は春宮にまいり給て、おとこ宮生まれ給へるよしをなむ、深くよろこび申侍る。そのゆ
へは、身づからかくつたなき山臥の身に、いまさらにこの世の栄えを思にも侍らず、過ぎにし方
の年ごろ、心ぎたなく、六時の勤めにも、ただ御ことを心にかけて、蓮の上の露の願ひをばさし
をきてなむ、念じたてまつりし。 （源氏物語　若菜上）
　（４）異なるゆゑなくて、たやすく改まるべくもあらねば、これを世の人、たやすからずうれへ
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　よって、必ずしも男性用語とばかり言えないものと考えられる。以下、男女においてユヱとユヱ
ニの語形による使用差があるかを調査した。調査に際し、会話文が多い『大蔵流狂言虎明本』・歌
舞伎台本・浄瑠璃台本・洒落本を利用し、台詞だけを取り出して話者の性別を分類した。『大蔵流
狂言虎明本』では男女両方の登場人物が出るものに限って調査している。洒落本でもユヱ・ユヱニ
が地の文にしか現れない作品である『甲駅新語』『古契三娼』は除いている。〈表１〉が調査の結果
である。
〈表１〉会話文におけるユヱ・ユヱニの男女差
　〈表１〉ではユヱに対してユヱニの使用例が少ない。後述するがユヱニは近世以降、使用数その
ものが減少するため、台詞で使用されることが少ないとは一概には言えない。ユヱは男女ともに使
用するが、全体的にみれば男性の使用率が高い。ユヱニにおいても同じ傾向がみられる。『関八州
繋馬』では男性がユヱニを使用しない代わりに女性が5例使用しており、逆転している観がある。
しかし当作品内でユヱニ5例のうち3例を使用している女性は男装して長年男性として生きてきた女
性であり、口調に男性の用いる言葉が多用されている。男女の別でユヱとユヱニを使い分けている
わけではないが、ユヱとユヱニはどちらも女性より男性が使う頻度が高く、ユヱは男性用語である
という奥村三雄（1965）の説を裏付ける結果となった。
　小林千草（1994）は次のように述べる。
　　（抄物について：片山注）「ユヱニ」は「故ニ」の表記で、抄物Ａ（口語要素を高度に反映して
いる抄物：片山注）に三例現われ、そのうち二例は、文章語脈中に使われている。（…片山中
略…）この表現形式もまた、口語として使われていたものではないと言える。（ユヱは）文章
語脈中に使われている。（…片山中略…）口語としては使われなかったものと考えられる。
　　（狂言資料について：片山注）ユヱニは、（…片山中略…）文章語的文脈にも現われている。し
たがって、この　ユヱニは本来文章語であるものが、舞台用語として、あらたまった口調をもっ
た口語として、使われたものと考えられる。また、ユヱは、（…片山中略…）その用例も、物
語風な語り場面に使われており、文章語としての性格を示している。
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あへるさま、ことわりにも過ぎたり。 （方丈記）
　上代から中世にかけて使用された名詞的用法は、近世以降、消滅している。前件と後件を繋ぐユ
ヱとユヱニの変遷とともに、名詞的用法にも時代による変化が現れている。本論文はユヱとユヱニ
について、前件と後件を繋ぐ用法と名詞的用法との関係についても考察する。
２．先行研究
　従来の研究でユヱとユヱニを調査したものに橘純一（1928）、奥村三雄（1965）、小林千草（1994）
がある。橘純一（1928）は上代のユヱとユヱニの用法について、以下のように述べる。
　　「ゆゑ」は体言に接著して、それを副詞化する接尾語と見るべきものである。私は、「ゆゑ」が
必ず体言の下に接著して、用言に著かないといふ点を、「ゆゑ」の古用の特性と見てゐる。（…
片山中略…）「ゆゑ」はかく体言に著いて之を副詞化するが故に、他の副詞に於けると同様「何々
ゆゑに」と、助詞「に」を言ひ添へて、副詞としての格を明示することもある。然し、「ゆゑ」
単独の場合と、それに助詞「に」を添へた場合とで、格別意義の上に差異はないから、これか
ら「ゆゑ」といふ語に就いて述べるのに、此の二つの場合を区別せず、一括して「ゆゑ」とだ
け言っておくことにする。
　橘純一（1928）はユヱに後接するニについて、格を明示するために後接しているものとしている。
ただし、語形のユヱとユヱニでは意味上の差異はないものとし、考察に際して両語形を区別しては
いない。
　奥村三雄（1965）は近世のヨッテ・ノデ・サカイ等と共にユエ・ユエニの使用状況を調査し、次
のように述べる。
　　故（ニ）は、最も調子の固い言葉であり、その殆どが男性用語である。特に、女性の登場しな
い『昇平楽』・孔老釈三聖の登場する『聖遊廓』等で、故（ニ）形が専用される事等、見逃せ
ぬ所。一方、この形は、已然形＋バの形と共に、地の文でかなり使用される。
　奥村三雄（1965）では考察に際してユヱとユヱニを区別していないが、男性用語であるという位
相差について指摘している。本論文を書くにあたり位相差について調査したところ、『狂言台本虎
明本』や歌舞伎台本・浄瑠璃台本の会話文においても多く現れ、割合等の詳細については後述する
が、ユヱとユヱニは男女とも使用している。
　（５）こざれ〳〵、かやうにしんじてまいるゆへに、たがひに仕合もよふてうれしゆ御ざる。
 男性（大蔵流狂言虎明本）
　（６）所詮そなたにそふゆへに、わらはまでめんぼくをうしなふほどに、いとまをたもれといふ
ていろ〳〵とむれども、きかず、離別する、 女性（大蔵流狂言虎明本）
　また、おきくという女性の体験談を聞き書きした資料である『おきく物語』では原因理由表現は
ユエが大半を占めている。
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　〈表１〉ではユヱに対してユヱニの使用例が少ない。後述するがユヱニは近世以降、使用数その
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という奥村三雄（1965）の説を裏付ける結果となった。
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では男性がユエニを使用しない代わりに女性が  例使用しており、逆転している観がある。しかし
当作品内でユエニ 例のうち 例を使用している女性は男装 長年男性として生きてきた女性で
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う奥村三雄の説を裏付ける結果となった。
小林千草は次のように述べる。
抄物について：片山注「ユエニ」は「故ニ」の表記で、抄物Ａ口語要素を高度に反映してい
る抄物：片山注に三例現われ、そのうち二例は、文章語脈中に使われている。…片山中略…
この表現形式もまた、口語として使われていたものではないと言える。ユエは文章語脈中に
使われている。…片山中略…口語としては使われなかったものと考えられる。
 狂言資料について：片山注ユヱニは、…片山中略…文章語的文脈にも現われている。した
がって、この ユヱニは本来文章語であるものが、舞台用語として、あらたまった口調をもっ
た口語として、使わ たものと考えられる。また、ユヱは、…片山中略…その用例も、物語風
な語り場面に使われており、文章語と の性格を示している。
小林千草はユヱもユヱニも文章語的であるとする。文章語、舞台用語、改まった口調、物語
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あへるさま、ことわりにも過ぎたり。 （方丈記）
　上代から中世にかけて使用された名詞的用法は、近世以降、消滅している。前件と後件を繋ぐユ
ヱとユヱニの変遷とともに、名詞的用法にも時代による変化が現れている。本論文はユヱとユヱニ
について、前件と後件を繋ぐ用法と名詞的用法との関係についても考察する。
２．先行研究
　従来の研究でユヱとユヱニを調査したものに橘純一（1928）、奥村三雄（1965）、小林千草（1994）
がある。橘純一（1928）は上代のユヱとユヱニの用法について、以下のように述べる。
　　「ゆゑ」は体言に接著して、それを副詞化する接尾語と見るべきものである。私は、「ゆゑ」が
必ず体言の下に接著して、用言に著かないといふ点を、「ゆゑ」の古用の特性と見てゐる。（…
片山中略…）「ゆゑ」はかく体言に著いて之を副詞化するが故に、他の副詞に於けると同様「何々
ゆゑに」と、助詞「に」を言ひ添へて、副詞としての格を明示することもある。然し、「ゆゑ」
単独の場合と、それに助詞「に」を添へた場合とで、格別意義の上に差異はないから、これか
ら「ゆゑ」といふ語に就いて述べるのに、此の二つの場合を区別せず、一括して「ゆゑ」とだ
け言っておくことにする。
　橘純一（1928）はユヱに後接するニについて、格を明示するために後接しているものとしている。
ただし、語形のユヱとユヱニでは意味上の差異はないものとし、考察に際して両語形を区別しては
いない。
　奥村三雄（1965）は近世のヨッテ・ノデ・サカイ等と共にユエ・ユエニの使用状況を調査し、次
のように述べる。
　　故（ニ）は、最も調子の固い言葉であり、その殆どが男性用語である。特に、女性の登場しな
い『昇平楽』・孔老釈三聖の登場する『聖遊廓』等で、故（ニ）形が専用される事等、見逃せ
ぬ所。一方、この形は、已然形＋バの形と共に、地の文でかなり使用される。
　奥村三雄（1965）では考察に際してユヱとユヱニを区別していないが、男性用語であるという位
相差について指摘している。本論文を書くにあたり位相差について調査したところ、『狂言台本虎
明本』や歌舞伎台本・浄瑠璃台本の会話文においても多く現れ、割合等の詳細については後述する
が、ユヱとユヱニは男女とも使用している。
　（５）こざれ〳〵、かやうにしんじてまいるゆへに、たがひに仕合もよふてうれしゆ御ざる。
 男性（大蔵流狂言虎明本）
　（６）所詮そなたにそふゆへに、わらはまでめんぼくをうしなふほどに、いとまをたもれといふ
ていろ〳〵とむれども、きかず、離別する、 女性（大蔵流狂言虎明本）
　また、おきくという女性の体験談を聞き書きした資料である『おきく物語』では原因理由表現は
ユエが大半を占めている。
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こととする。
　『古事記』は全巻を通して固有名詞や歌謡を除いた地の文が変体漢文で書かれているため、「故」
については研究者によって訓が安定しない。中巻の歌謡に現れる（10）1例は万葉仮名のため、（10）
の例のみ採取した。
　（６）伊
イ チ ヒ ヰ ノ
知比韋能　和
ワ ニ サ ノ ニ ヲ
邇佐能邇袁　波
ハ ツ ニ ハ
都邇波　波
ハ ダ ア カ ラ ケ ミ
陀阿可良氣美　志
シ ハ ニ ハ
波邇波　邇
ニ グ ロ キ
具漏岐由
ユ ヱ
惠　
美
ミ ツ グ リ ノ
都具理能　曾
ソ
能
ノ
那
ナ
迦
カ
都
ツ
爾
ニ
袁
ヲ
　加
カ ブ ツ ク
夫都久　麻
マ ヒ ニ ハ ア テ ズ
肥邇波阿弖受　麻
マ ヨ ガ キ
用賀岐　許
コ ニ カ キ タ レ
邇加岐多禮　
阿
ア ハ シ シ オ ミ ナ
波志斯袁美那 （古事記　中巻）
　本論文では条件節のうち、ユヱ・ユヱニを含む節をユヱ節・ユヱニ節と呼び、ユヱ（ユヱニ）を
挟んで直接関わり合う前の部分を前件、後の部分を後件とする。用例は前件に実線、後件に点線を
引いて示すこととする。
　（７）此子が争ひむつかるゆへ暫し外面にすかし置きて候。 （近松浄瑠璃集　せみ丸）
　なお、ユヱとユヱニの用例のうち、モノに接続した「モノユヱ」「モノユヱニ」は逆接の接続表
現とされている。
　（８）いたづらにゆきては来ぬるものゆゑに見まくほしさにいざなはれつつ（伊勢物語　第六五段）
　本論文では、逆接の接続表現については取り扱わないため、「モノユヱ」「モノユヱニ」の例は考
察から除いた。
　また、助詞ガ・ノを上接する「ガユヱ」「ガユヱニ」、「ノユヱ」「ノユヱニ」は用例として採取し
検討もしたが、結果は「ユヱ」「ユヱニ」と同一なので、用例としては除外し、表などに示すこと
はしなかった。
３．ユヱの名詞的用法について
　ユヱは上代から、前件・後件を繋ぐ用法とは別に名詞的用法がある。
　（９）故
ユヱ
無
モナク
　吾
ワガシタヒモヲ
裏紐　令
トケシメテ
解　人
ヒトニナシラセ
莫知　及
タダニアフマデニ
正逢 （万葉集　2413）
　（10）解
トキキヌノ
衣之　念
オモヒミダレテ
乱而　雖
コフレドモ
戀　何
ナニ
之
ノ
故
ユヱ
其
ゾ
跡
ト
　問
トフヒトモナク
人毛無 （万葉集　2620）
　（９）（10）のような名詞的用法に、時代による推移や、資料による偏りがあるだろうか。あると
すればなぜそのような推移や偏りが起きているだろうか。
　以下、名詞的用法の用例数を調査し、〈表２〉にまとめた。
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　小林千草（1994）はユヱもユヱニも文章語的であるとする。文章語、舞台用語、改まった口調、
物語風な語り場面等と関連付けている。
　いずれの先行研究においても、ユヱとユヱニの機能について、明確な違いを述べていない。
　以上をふまえて、本論文は名詞的用法としてのユヱの機能の変化と、ユヱとユヱニの用法差を指
摘し、両形式の展開について述べるものである。用例採集については、各時代に際し、当時実際に
ユヱとユヱニが使用された状況を反映しているものを選ぶよう、心掛けた。上代は『古事記』『万
葉集』、中古では物語や日記や『古今和歌集』から採集し、中世は『梁塵秘抄』・抄物・キリシタン
資料・狂言台本、近世は浄瑠璃・歌舞伎の台本・洒落本から採集した。用例を採集した資料は以下
のとおりである。
上代…古事記/万葉集
中古…竹取物語/土佐日記/かげろふ日記/うつほ物語/源氏物語/枕草子/栄花物語
中世…宇治拾遺物語/方丈記/延慶本平家物語/徒然草/応永二十七年本論語抄/論語聴塵/天草版
伊曽保物語/天草版平家物語/醒睡笑
近世…虎明本/雑兵物語/おあむ物語/おきく物語
　　　［江戸歌舞伎集］参会名護屋/傾城阿佐間曾我/御摂勧進帳
　　　［上方歌舞伎集］けいせい浅間嶽/おしゆん伝兵衛十七年忌/伊賀越乗掛合羽
　　　［近松浄瑠璃集］世継曾我/せみ丸/曽根崎心中/丹波与作待夜の小室節/百合若大臣野守鏡
/碁盤太平記/今宮の心中/大職冠/天神記/双生隅田川/津国女夫池/女殺油地獄/信州川中
島合戦/心中宵庚申/関八州繋馬
　　　［洒落本］跖婦人伝/遊子方言/甲駅新語/古契三娼/傾城買四十八手/繁千鳥/傾城買二筋道
　『万葉集』における「故」には、先行研究によっては「ユヱ」「カラ」の2つの訓があてられるこ
とがある。
　石垣謙二（1955）は「「から」は単なる原因や理由をしめす語ではなく、原因の軽い点を強調す
る感情表出に主眼をおく語である」として、「可良」「柄」の例を考察し、「故」の例にはそのよう
な感情表出がない点から、『万葉集』の「故」は全てユヱと訓じるべきであると述べる。
　澤瀉久孝（1982～1984）は、
　　「からに」といふ言葉は「故」の文字が用ゐられてもゐるやうに、本来「故に」とほゞ同じや
うに用ゐられた語であるが、「ゆゑ」は名詞として、所以、根拠などいふ意が明瞭に示されて
ゐるが、「から」は接尾語として、接続の形も分化し、両社の間には語彙の強弱が生じたもの
と考えるべきではなからうか。（…片山中略…）即ちから」は「ゆゑ」より融通性に富んだも
のである。
として、歌によっては「故」に「カラ」の訓を当てている。したがって確例として万葉仮名「由惠」
「由惠爾」の例のみを採取する。ただし、一応、澤瀉久孝（1982～1984）の訓に従い、「故」も扱う
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こととする。
　『古事記』は全巻を通して固有名詞や歌謡を除いた地の文が変体漢文で書かれているため、「故」
については研究者によって訓が安定しない。中巻の歌謡に現れる（10）1例は万葉仮名のため、（10）
の例のみ採取した。
　（６）伊
イ チ ヒ ヰ ノ
知比韋能　和
ワ ニ サ ノ ニ ヲ
邇佐能邇袁　波
ハ ツ ニ ハ
都邇波　波
ハ ダ ア カ ラ ケ ミ
陀阿可良氣美　志
シ ハ ニ ハ
波邇波　邇
ニ グ ロ キ
具漏岐由
ユ ヱ
惠　
美
ミ ツ グ リ ノ
都具理能　曾
ソ
能
ノ
那
ナ
迦
カ
都
ツ
爾
ニ
袁
ヲ
　加
カ ブ ツ ク
夫都久　麻
マ ヒ ニ ハ ア テ ズ
肥邇波阿弖受　麻
マ ヨ ガ キ
用賀岐　許
コ ニ カ キ タ レ
邇加岐多禮　
阿
ア ハ シ シ オ ミ ナ
波志斯袁美那 （古事記　中巻）
　本論文では条件節のうち、ユヱ・ユヱニを含む節をユヱ節・ユヱニ節と呼び、ユヱ（ユヱニ）を
挟んで直接関わり合う前の部分を前件、後の部分を後件とする。用例は前件に実線、後件に点線を
引いて示すこととする。
　（７）此子が争ひむつかるゆへ暫し外面にすかし置きて候。 （近松浄瑠璃集　せみ丸）
　なお、ユヱとユヱニの用例のうち、モノに接続した「モノユヱ」「モノユヱニ」は逆接の接続表
現とされている。
　（８）いたづらにゆきては来ぬるものゆゑに見まくほしさにいざなはれつつ（伊勢物語　第六五段）
　本論文では、逆接の接続表現については取り扱わないため、「モノユヱ」「モノユヱニ」の例は考
察から除いた。
　また、助詞ガ・ノを上接する「ガユヱ」「ガユヱニ」、「ノユヱ」「ノユヱニ」は用例として採取し
検討もしたが、結果は「ユヱ」「ユヱニ」と同一なので、用例としては除外し、表などに示すこと
はしなかった。
３．ユヱの名詞的用法について
　ユヱは上代から、前件・後件を繋ぐ用法とは別に名詞的用法がある。
　（９）故
ユヱ
無
モナク
　吾
ワガシタヒモヲ
裏紐　令
トケシメテ
解　人
ヒトニナシラセ
莫知　及
タダニアフマデニ
正逢 （万葉集　2413）
　（10）解
トキキヌノ
衣之　念
オモヒミダレテ
乱而　雖
コフレドモ
戀　何
ナニ
之
ノ
故
ユヱ
其
ゾ
跡
ト
　問
トフヒトモナク
人毛無 （万葉集　2620）
　（９）（10）のような名詞的用法に、時代による推移や、資料による偏りがあるだろうか。あると
すればなぜそのような推移や偏りが起きているだろうか。
　以下、名詞的用法の用例数を調査し、〈表２〉にまとめた。
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ユヱとユヱニ　　片山　鮎子
　小林千草（1994）はユヱもユヱニも文章語的であるとする。文章語、舞台用語、改まった口調、
物語風な語り場面等と関連付けている。
　いずれの先行研究においても、ユヱとユヱニの機能について、明確な違いを述べていない。
　以上をふまえて、本論文は名詞的用法としてのユヱの機能の変化と、ユヱとユヱニの用法差を指
摘し、両形式の展開について述べるものである。用例採集については、各時代に際し、当時実際に
ユヱとユヱニが使用された状況を反映しているものを選ぶよう、心掛けた。上代は『古事記』『万
葉集』、中古では物語や日記や『古今和歌集』から採集し、中世は『梁塵秘抄』・抄物・キリシタン
資料・狂言台本、近世は浄瑠璃・歌舞伎の台本・洒落本から採集した。用例を採集した資料は以下
のとおりである。
上代…古事記/万葉集
中古…竹取物語/土佐日記/かげろふ日記/うつほ物語/源氏物語/枕草子/栄花物語
中世…宇治拾遺物語/方丈記/延慶本平家物語/徒然草/応永二十七年本論語抄/論語聴塵/天草版
伊曽保物語/天草版平家物語/醒睡笑
近世…虎明本/雑兵物語/おあむ物語/おきく物語
　　　［江戸歌舞伎集］参会名護屋/傾城阿佐間曾我/御摂勧進帳
　　　［上方歌舞伎集］けいせい浅間嶽/おしゆん伝兵衛十七年忌/伊賀越乗掛合羽
　　　［近松浄瑠璃集］世継曾我/せみ丸/曽根崎心中/丹波与作待夜の小室節/百合若大臣野守鏡
/碁盤太平記/今宮の心中/大職冠/天神記/双生隅田川/津国女夫池/女殺油地獄/信州川中
島合戦/心中宵庚申/関八州繋馬
　　　［洒落本］跖婦人伝/遊子方言/甲駅新語/古契三娼/傾城買四十八手/繁千鳥/傾城買二筋道
　『万葉集』における「故」には、先行研究によっては「ユヱ」「カラ」の2つの訓があてられるこ
とがある。
　石垣謙二（1955）は「「から」は単なる原因や理由をしめす語ではなく、原因の軽い点を強調す
る感情表出に主眼をおく語である」として、「可良」「柄」の例を考察し、「故」の例にはそのよう
な感情表出がない点から、『万葉集』の「故」は全てユヱと訓じるべきであると述べる。
　澤瀉久孝（1982～1984）は、
　　「からに」といふ言葉は「故」の文字が用ゐられてもゐるやうに、本来「故に」とほゞ同じや
うに用ゐられた語であるが、「ゆゑ」は名詞として、所以、根拠などいふ意が明瞭に示されて
ゐるが、「から」は接尾語として、接続の形も分化し、両社の間には語彙の強弱が生じたもの
と考えるべきではなからうか。（…片山中略…）即ちから」は「ゆゑ」より融通性に富んだも
のである。
として、歌によっては「故」に「カラ」の訓を当てている。したがって確例として万葉仮名「由惠」
「由惠爾」の例のみを採取する。ただし、一応、澤瀉久孝（1982～1984）の訓に従い、「故」も扱う
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の浅からずなるになむありける。 （源氏物語　幻）
　（18）は「趣あるたそがれ時の空に」の意であり、「理由あるたそがれ時の空に」と読むことはで
きない。（19）は、「総体に、何かと感じられる情にしても由緒のあることにしても風流な向きにし
ても」の意である。（全集の脚注参照）。
〈表２〉からは「ゆゑあり」の形式で風情等を表す例、また、「ゆゑ」とあるが頭注に風情・子細
等とされている例は除いた。
　中世においては『延慶本平家物語』『応永二十七年本論語抄』『論語聴塵』に名詞的用法が多い。
　『延慶本平家物語』では50例中、39例が「其ノ故ハ（ニ）～」、7例が「此ノ故ニ～」の文型である。
『応永二十七年本論語抄』は48例中、46例が「其ノ故ハ～」であり、『論語聴塵』も50例中、45例が
「其ノ故ハ～」の文型となっている。
　（20）相国ノカク繁昌スル事、偏ヘニ熊野権現ノ御利生也。其故ハ、清盛当初靫負佐タリシ時、
伊勢路ヨリ熊野ヘ参ケルニ、乗タル船ノ中ヘ目驚程ノ大ナル鱸飛入タリケルヲ、先達是ヲ見テ驚
怪　テ、即巫文ヲシテミルニ、 （延慶本平家物語）
　（21）而レバ即、薬王菩薩、勇施菩薩、二人ノ従僧ニ変ズ。多聞天、持国天二人ノ童子、十羅刹女、
十人ノ下僧ニ現ジテ、随遂給仕シ給フ。此故ニ御房ノ従僧等、先入リ給ベシ。（延慶本平家物語）
　（22）其レモ惡シト云心也。其故ハ天罰ヲ蒙テハ、アソコ▧
コヽヘ
 衆神ニ祈テモ不可叶。
 （応永二十七年本論語抄）
　（23）偽テ云フ（コト）也。其故ハ哀-公無動ニ（シテ）民不レ恐民カ戰栗ノ心ヲ動スヤウニ德ヲ
改メ、行ヲ修セシメン為ニ諷諫（シテ）云ル也。 （応永二十七年本論語抄）
　（24）此書ハ曽子カ弟子ノ楽正子・泰子恵カトモカラノ記セル也。其故ハ、是書ニ諸弟子ノ載ニ
皆字字
アサナ
ヲシルス。而ニ曽子ミ
（ママ）
字ノ記サス（シテ）子ト称（シテ）賞翫セリ。 （論語聴塵）
　（25）柳氏誤テ此説ヲ用ルナルヘシ。其故ハ、孟子・子貢・子張・子游カトモカラ、有若カ孔子
ニ似タルヲモテ師トシ事ヘント云ヒシヲ、曽子独肯
ウケカ
ハス（シテ）云。 （論語聴塵）
　いずれの資料も和漢混淆体、漢籍の注釈といった、固い文体であり、使い方も固定的な文型になっ
ているものと思われる。
　以上をまとめると、ユヱの名詞的用法は上代から前件・後件を繋ぐ用法とともに用いられ、中古
か、中世にも用いられている。ただし調査した範囲では中古で多用しているのは『源氏物語』に留
まり、他の資料ではあまり用いられていない。中世には『延慶本平家物語』『応永二十七年本論語抄』
『論語聴塵』といった、和漢混淆体、漢籍の注釈等の資料に多用されている状況から、名詞的用法
は訓読語の影響を受ける固い文体に使われる傾向がうかがわれる。
　全体的な流れとして、名詞的用法は17世紀で用法が途絶え、使用されなくなっている。その理由
は次のとおりである。
　名詞的用法が17世紀以降、現れなくなるのに対し、前件・後件を繋ぐ用法は17世紀以降も続いて
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〈表２〉から、名詞的用法は上代から中世に現れており、17世紀の『おきく物語』以降、近世を通
してみられなくなることがわかる。
3.1　上代における名詞的用法
　万葉集におけるユヱは「由惠」「故」で表記されている。「由惠」は以下の（11）のように名詞的
用法だけが現れる。「故」は（12）（13）のような名詞的用法と、（14）（15）のような前件・後件を
繋ぐ用法のどちらも現れる。ただし、前件・後件を繋ぐ場合は前件が名詞に限られている。以下、『万
葉集』におけるユヱとユヱニの用法を〈表３〉にまとめた。
〈表３〉万葉集におけるユヱの用法
『万葉集』における名詞的用法
　（11）伊
イ カ ホ ネ ミ
香保祢尓　可
カ ミ ナ ナ リ ソ ネ
未奈那里曽祢　和
ワ ガ ヘ ニ ハ
我倍尓波　由
ユ
惠
ヱ
波
ハ
奈
ナ
家
ケ
杼
ド
　兒
コ
良
ラ
尓
ニ
与
ヨ
里
リ
弖
テ
曽
ゾ
（万葉集　3421）
　（12）君
キミ
者
ハ
不
コ
來
ズ
　吾
ワレ
者
ハ
故
ユヱ
無
ナミ
　立
タツナミノ
浪之　數
シクシクワビシ
和備思　如
カ ク テ コ ジ ト ヤ
此而不来跡也 （万葉集　3026）
　（13）大
オホフネノ
船之　思
オモヒタノミテ
憑而　木
サナカヅラ
妨己　弥
イヤトホナガク
遠長　我
ワガモヘル
念有　君
キ ミ ニ ヨ リ テ ハ
尓依而者　言
コト
之
ノ
故
ユヱ
毛
モ
　無
ナクアリコソト
有欲得　木
ユ フ タ ス キ
綿手次
肩
カタ
荷
ニ
取
トリ
懸
カケ
　忌
イハヒヘヲ
戸乎　齋
イハヒホリスヘ
穿居　玄
アメツチノ
黄之　神
カ ミ ニ ゾ ワ ガ ノ ム
祇二衣吾祈　甚
イ タ モ ス ベ ナ ミ
毛為便無見 （万葉集　3288）
『万葉集』における前件・後件を繋ぐ用法
　（14）甚
ハナハダモ
多毛　不
フラヌアメ
零雨故
ユヱ
　庭立庭立水　太
イタクナユキソ
莫逝　人
ヒトノシルベク
之應知 （万葉集　1370）
　（15）相
アヒオモハズ
不念　将
アルラムコ
有兒故
ユヱ
　玉
タマノヲノ
緒　長
ナガキハルヒヲ
春日乎　念
オモヒクラサク
晩久 （万葉集　1936）
　ニが接続した「由惠爾」「故二」「故荷」「故爾」、また、ユヱニと訓じる「故」「姤」「姤爾」につ
いては前件・後件を繋ぐ用法である。
3.2　中古における名詞的用法
　中古においては『源氏物語』に名詞的用法が多い。
（16）たゞこの人のゆへにてあまたさるまじき人のうらみを負ひし。 （源氏物語　桐壷）
（17）罪かろく生ほしたてたまへる人のゆへは、御行ひのほどあはれにこそ思ひなしきこゆれ。
 （源氏物語　空蝉）
　理由を表す名詞的用法とともに、「ゆゑあり」という表現形式で風情・由緒等を指す言葉として
も用いられている。
　（18）ゆへあるたそがれ時の空に、花はこぞの古雪思出でられて、枝もたわむばかり咲き乱れたり。
 （源氏物語　若菜下）
　（19）すべて、物のあはれもゆへある事もおかしき筋も、広う思ひめぐらす方、かた〴〵添ふ事
〈表〉から、名詞的用法は上代から中世に現れており、世紀の『おきく物語』以降、近世を通し
てみられなくなることがわかる。

上代における名詞的用法
万葉集におけるユヱは「由惠」「故」で表記されている。「由惠」は以下ののように名詞的用法
だけが現れる。「故」はのような名詞的用法と、のような前件・後件を繋ぐ用法の
どちらも現れる。ただし、前件・後件を繋ぐ場合は前件が名詞に限られている。以下、『万葉集』に
おけるユヱとユヱニの用法を〈表〉にまとめた。
〈表 〉万葉集におけるユヱの用法

『万葉集』における名詞的用法
伊香保祢尓
イ カ ホ ネ キ
 可未奈那里曽祢
カ ミ ナ ナ リ ソ ネ
 和我倍尓波
ワ ガ ヘ ニ ハ
 由
ユ
惠
ヱ
波
ハ
奈
ナ
家
ケ
杼
ド
 兒
コ
良
ラ
尓
ニ
与
ヨ
里
リ
弖
テ
曽
ゾ
万葉集 
 君
キミ
者
ハ
不
コ
來
ズ
 吾
ワレ
者
ハ
故
ユヱ
無
ナミ
 立浪之
タツナミノ
 數和備思
シクシクワビシ
 如此而不来跡也
カ ク テ コ ジ ト ヤ
    万葉集 
大船之
オホフネノ
 思憑而
オモヒタノミテ
 木妨己
サナカヅラ
 弥遠長
イヤトホナガク
 我念有
ワガモヘル
 君尓依而者
キ ミ ニ ヨ リ テ ハ
 言
コト
之
ノ
故
ユヱ
毛
モ
 無有欲得
ナクアリコソト

木綿手次
ユ フ タ ス キ
 肩
カタ
荷
ニ
取
トリ
懸
カケ
 忌戸乎
イハヒヘヲ
 齋穿居
イハヒホリスヘ
 玄黄之
アメツチノ
 神祇二衣吾祈
カ ミ ニ ゾ ワ ガ ノ ム
 甚毛為便無見
イ タ モ ス ベ ナ ミ
万葉集 
『万葉集』における前件・後件を繋ぐ用法
 甚多毛
ハナハダモ
 不零雨
フラヌアメ
故
ユヱ
 庭立水
ニハタヅミ
 太莫逝
イタクナユキソ
 人之應知
ヒトノシルベク
        万葉集 
 相不念
アヒオモハズ
 将有兒
アルラムコ
故
ユヱ
 玉 緒
タマノヲノ
 長春日乎
ナガキハルヒヲ
 念晩久
オモヒクラサク
         万葉集 
ニが接続した「由惠爾」「故二」「故荷」「故爾」、また、ユヱニと訓じる「故」「姤」「姤爾」につい
ては前件・後件を繋ぐ用法である。
中古における名詞的用法
中古においては『源氏物語』に名詞的用法が多い。
たゞこの人のゆへにてあまたさるまじき人のうらみを負ひし。    源氏物語 桐壷
罪かろく生ほしたてたまへる人のゆへは、御行ひのほどあはれにこそ思ひなしきこゆれ。
源氏物語 空蝉
 理由を表す名詞的用法とともに、「ゆゑあり」という表現形式で風情・由緒等を指す言葉としても
用いられている。
 ゆへあるたそがれ時の空に、花はこぞの古雪思出でられて、枝もたわむばかり咲き乱れたり。                                
源氏物語 若菜下
 すべて、物のあはれもゆへある事もおかしき筋も、広う思ひめぐらす方、か 〴〵添ふ事の浅
からずなるになむありける。                     源氏物語 幻
ユヱ ユヱニ
由惠 由惠爾 故 故二 故爾 姤爾 姤
名詞的用法 㻝 㻣
接続助詞 㻡 㻞㻣 㻝 㻤 㻝 㻞
(参考)
用法　　　形式
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の浅からずなるになむありける。 （源氏物語　幻）
　（18）は「趣あるたそがれ時の空に」の意であり、「理由あるたそがれ時の空に」と読むことはで
きない。（19）は、「総体に、何かと感じられる情にしても由緒のあることにしても風流な向きにし
ても」の意である。（全集の脚注参照）。
〈表２〉からは「ゆゑあり」の形式で風情等を表す例、また、「ゆゑ」とあるが頭注に風情・子細
等とされている例は除いた。
　中世においては『延慶本平家物語』『応永二十七年本論語抄』『論語聴塵』に名詞的用法が多い。
　『延慶本平家物語』では50例中、39例が「其ノ故ハ（ニ）～」、7例が「此ノ故ニ～」の文型である。
『応永二十七年本論語抄』は48例中、46例が「其ノ故ハ～」であり、『論語聴塵』も50例中、45例が
「其ノ故ハ～」の文型となっている。
　（20）相国ノカク繁昌スル事、偏ヘニ熊野権現ノ御利生也。其故ハ、清盛当初靫負佐タリシ時、
伊勢路ヨリ熊野ヘ参ケルニ、乗タル船ノ中ヘ目驚程ノ大ナル鱸飛入タリケルヲ、先達是ヲ見テ驚
怪　テ、即巫文ヲシテミルニ、 （延慶本平家物語）
　（21）而レバ即、薬王菩薩、勇施菩薩、二人ノ従僧ニ変ズ。多聞天、持国天二人ノ童子、十羅刹女、
十人ノ下僧ニ現ジテ、随遂給仕シ給フ。此故ニ御房ノ従僧等、先入リ給ベシ。（延慶本平家物語）
　（22）其レモ惡シト云心也。其故ハ天罰ヲ蒙テハ、アソコ▧
コヽヘ
 衆神ニ祈テモ不可叶。
 （応永二十七年本論語抄）
　（23）偽テ云フ（コト）也。其故ハ哀-公無動ニ（シテ）民不レ恐民カ戰栗ノ心ヲ動スヤウニ德ヲ
改メ、行ヲ修セシメン為ニ諷諫（シテ）云ル也。 （応永二十七年本論語抄）
　（24）此書ハ曽子カ弟子ノ楽正子・泰子恵カトモカラノ記セル也。其故ハ、是書ニ諸弟子ノ載ニ
皆字字
アサナ
ヲシルス。而ニ曽子ミ
（ママ）
字ノ記サス（シテ）子ト称（シテ）賞翫セリ。 （論語聴塵）
　（25）柳氏誤テ此説ヲ用ルナルヘシ。其故ハ、孟子・子貢・子張・子游カトモカラ、有若カ孔子
ニ似タルヲモテ師トシ事ヘント云ヒシヲ、曽子独肯
ウケカ
ハス（シテ）云。 （論語聴塵）
　いずれの資料も和漢混淆体、漢籍の注釈といった、固い文体であり、使い方も固定的な文型になっ
ているものと思われる。
　以上をまとめると、ユヱの名詞的用法は上代から前件・後件を繋ぐ用法とともに用いられ、中古
か、中世にも用いられている。ただし調査した範囲では中古で多用しているのは『源氏物語』に留
まり、他の資料ではあまり用いられていない。中世には『延慶本平家物語』『応永二十七年本論語抄』
『論語聴塵』といった、和漢混淆体、漢籍の注釈等の資料に多用されている状況から、名詞的用法
は訓読語の影響を受ける固い文体に使われる傾向がうかがわれる。
　全体的な流れとして、名詞的用法は17世紀で用法が途絶え、使用されなくなっている。その理由
は次のとおりである。
　名詞的用法が17世紀以降、現れなくなるのに対し、前件・後件を繋ぐ用法は17世紀以降も続いて
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〈表２〉から、名詞的用法は上代から中世に現れており、17世紀の『おきく物語』以降、近世を通
してみられなくなることがわかる。
3.1　上代における名詞的用法
　万葉集におけるユヱは「由惠」「故」で表記されている。「由惠」は以下の（11）のように名詞的
用法だけが現れる。「故」は（12）（13）のような名詞的用法と、（14）（15）のような前件・後件を
繋ぐ用法のどちらも現れる。ただし、前件・後件を繋ぐ場合は前件が名詞に限られている。以下、『万
葉集』におけるユヱとユヱニの用法を〈表３〉にまとめた。
〈表３〉万葉集におけるユヱの用法
『万葉集』における名詞的用法
　（11）伊
イ カ ホ ネ ミ
香保祢尓　可
カ ミ ナ ナ リ ソ ネ
未奈那里曽祢　和
ワ ガ ヘ ニ ハ
我倍尓波　由
ユ
惠
ヱ
波
ハ
奈
ナ
家
ケ
杼
ド
　兒
コ
良
ラ
尓
ニ
与
ヨ
里
リ
弖
テ
曽
ゾ
（万葉集　3421）
　（12）君
キミ
者
ハ
不
コ
來
ズ
　吾
ワレ
者
ハ
故
ユヱ
無
ナミ
　立
タツナミノ
浪之　數
シクシクワビシ
和備思　如
カ ク テ コ ジ ト ヤ
此而不来跡也 （万葉集　3026）
　（13）大
オホフネノ
船之　思
オモヒタノミテ
憑而　木
サナカヅラ
妨己　弥
イヤトホナガク
遠長　我
ワガモヘル
念有　君
キ ミ ニ ヨ リ テ ハ
尓依而者　言
コト
之
ノ
故
ユヱ
毛
モ
　無
ナクアリコソト
有欲得　木
ユ フ タ ス キ
綿手次
肩
カタ
荷
ニ
取
トリ
懸
カケ
　忌
イハヒヘヲ
戸乎　齋
イハヒホリスヘ
穿居　玄
アメツチノ
黄之　神
カ ミ ニ ゾ ワ ガ ノ ム
祇二衣吾祈　甚
イ タ モ ス ベ ナ ミ
毛為便無見 （万葉集　3288）
『万葉集』における前件・後件を繋ぐ用法
　（14）甚
ハナハダモ
多毛　不
フラヌアメ
零雨故
ユヱ
　庭立庭立水　太
イタクナユキソ
莫逝　人
ヒトノシルベク
之應知 （万葉集　1370）
　（15）相
アヒオモハズ
不念　将
アルラムコ
有兒故
ユヱ
　玉
タマノヲノ
緒　長
ナガキハルヒヲ
春日乎　念
オモヒクラサク
晩久 （万葉集　1936）
　ニが接続した「由惠爾」「故二」「故荷」「故爾」、また、ユヱニと訓じる「故」「姤」「姤爾」につ
いては前件・後件を繋ぐ用法である。
3.2　中古における名詞的用法
　中古においては『源氏物語』に名詞的用法が多い。
（16）たゞこの人のゆへにてあまたさるまじき人のうらみを負ひし。 （源氏物語　桐壷）
（17）罪かろく生ほしたてたまへる人のゆへは、御行ひのほどあはれにこそ思ひなしきこゆれ。
 （源氏物語　空蝉）
　理由を表す名詞的用法とともに、「ゆゑあり」という表現形式で風情・由緒等を指す言葉として
も用いられている。
　（18）ゆへあるたそがれ時の空に、花はこぞの古雪思出でられて、枝もたわむばかり咲き乱れたり。
 （源氏物語　若菜下）
　（19）すべて、物のあはれもゆへある事もおかしき筋も、広う思ひめぐらす方、かた〴〵添ふ事
〈表〉から、名詞的用法は上代から中世に現れており、世紀の『おきく物語』以降、近世を通し
てみられなくなることがわかる。

上代における名詞的用法
万葉集におけるユヱは「由惠」「故」で表記されている。「由惠」は以下ののように名詞的用法
だけが現れる。「故」はのような名詞的用法と、のような前件・後件を繋ぐ用法の
どちらも現れる。ただし、前件・後件を繋ぐ場合は前件が名詞に限られている。以下、『万葉集』に
おけるユヱとユヱニの用法を〈表〉にまとめた。
〈表 〉万葉集におけるユヱの用法

『万葉集』における名詞的用法
伊香保祢尓
イ カ ホ ネ キ
 可未奈那里曽祢
カ ミ ナ ナ リ ソ ネ
 和我倍尓波
ワ ガ ヘ ニ ハ
 由
ユ
惠
ヱ
波
ハ
奈
ナ
家
ケ
杼
ド
 兒
コ
良
ラ
尓
ニ
与
ヨ
里
リ
弖
テ
曽
ゾ
万葉集 
 君
キミ
者
ハ
不
コ
來
ズ
 吾
ワレ
者
ハ
故
ユヱ
無
ナミ
 立浪之
タツナミノ
 數和備思
シクシクワビシ
 如此而不来跡也
カ ク テ コ ジ ト ヤ
    万葉集 
大船之
オホフネノ
 思憑而
オモヒタノミテ
 木妨己
サナカヅラ
 弥遠長
イヤトホナガク
 我念有
ワガモヘル
 君尓依而者
キ ミ ニ ヨ リ テ ハ
 言
コト
之
ノ
故
ユヱ
毛
モ
 無有欲得
ナクアリコソト

木綿手次
ユ フ タ ス キ
 肩
カタ
荷
ニ
取
トリ
懸
カケ
 忌戸乎
イハヒヘヲ
 齋穿居
イハヒホリスヘ
 玄黄之
アメツチノ
 神祇二衣吾祈
カ ミ ニ ゾ ワ ガ ノ ム
 甚毛為便無見
イ タ モ ス ベ ナ ミ
万葉集 
『万葉集』における前件・後件を繋ぐ用法
 甚多毛
ハナハダモ
 不零雨
フラヌアメ
故
ユヱ
 庭立水
ニハタヅミ
 太莫逝
イタクナユキソ
 人之應知
ヒトノシルベク
        万葉集 
 相不念
アヒオモハズ
 将有兒
アルラムコ
故
ユヱ
 玉 緒
タマノヲノ
 長春日乎
ナガキハルヒヲ
 念晩久
オモヒクラサク
         万葉集 
ニが接続した「由惠爾」「故二」「故荷」「故爾」、また、ユヱニと訓じる「故」「姤」「姤爾」につい
ては前件・後件を繋ぐ用法である。
中古における名詞的用法
中古においては『源氏物語』に名詞的用法が多い。
たゞこの人のゆへにてあまたさるまじき人のうらみを負ひし。    源氏物語 桐壷
罪かろく生ほしたてたまへる人のゆへは、御行ひのほどあはれにこそ思ひなしきこゆれ。
源氏物語 空蝉
 理由を表す名詞的用法とともに、「ゆゑあり」という表現形式で風情・由緒等を指す言葉としても
用いられている。
 ゆへあるたそがれ時の空に、花はこぞの古雪思出でられて、枝もたわむばかり咲き乱れたり。                                
源氏物語 若菜下
 すべて、物のあはれもゆへある事もおかしき筋も、広う思ひめぐらす方、か 〴〵添ふ事の浅
からずなるになむありける。                     源氏物語 幻
ユヱ ユヱニ
由惠 由惠爾 故 故二 故爾 姤爾 姤
名詞的用法 㻝 㻣
接続助詞 㻡 㻞㻣 㻝 㻤 㻝 㻞
(参考)
用法　　　形式
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ユヱニの勢力が入れ替わるという述べ方は危険だが、転換点は17世紀中頃である。
　複文の前接部について、南不二男（1993）は従属節の構成要素によって従属節を承ける形式を3
つの階層に分類した。以下、南不二男（1993）の説を私にまとめた。
　　Ａ類　ナガラ（継続）・ツツ・テ・動詞連用形反復・連用形（形容詞・形容動詞）
　　Ｂ類　テ（原因理由）・ト・ナガラ（逆接）・ノデ・ノニ・バ・タラ・ナラ・テモ・テ（継起的
または並列的な動作・状態）・連用形（継起的または並列的な動作・状態）・ズ（ズニ）・
ナイデ
　　Ｃ類　ガ・カラ・ケレド・シ・テ・連用形
　田窪行則（2010）は南説を修正し、次のように整理している。
　　Ａ類＝動作　　様態・頻度の副詞＋補語＋述語
　　Ｂ類＝事態　　制限的修飾句＋主格＋Ａ＋（否定）＋時制
　　Ｃ類＝判断　　非制限的修飾句＋主題＋Ｂ＋モーダル
　　Ｄ類＝伝達　　呼掛け＋Ｃ＋終助詞
　〈表４〉によると、ユヱは中古にキに接続する例が5例あり、事態を承ける形式である。ただし打
消については17世紀の『世継曾我』以前に接続する例はない。ユヱは（26）「この宮とも御仲がそ
ばそばしい」、（27）「身に行う」のように、すでに起きた事態、また起きている事態といった、成
立する事態にのみ用いられたものと考えられる。
　（26）こよなう心寄せきこえたまへれば、弘徽殿の女御、又この宮とも御仲そば〳〵しきゆへ、
うち添へて本よりのにくさも立ち出でて、ものしとおぼしたり。 （源氏物語　桐壷）
　（27）禮ハ文ヲ執テ身ニ行フ故、執ノ字ヲ加タリ。 （応永二十七年本論語抄）
　ユヱは『大蔵流狂言台本虎明本』以降、タ形にも接続するようになる。また、『世継曾我』以降、
打消も接続するようになる。ユヱの用法が拡大し、成立・不成立に関わらず使用される形式になっ
ている。
　（28）くたびれたゆへか、いや〳〵何とやらいごくやうながふしんな事じや（大蔵流狂言虎明本）
　（29）鎌倉方の大名にはふつ〳〵、会ひも致さぬゆへ、外の勤めの障りとて、内よりかたく堰か
るれど遣手、禿の、目を忍び、言伝にてか文にてか日に一度は、音信を、せぬ事とても候はず。
 （近松浄瑠璃集　世継曾我）
　一方、ユヱニは上代からキに接続する例が現れている。
　（30）亦
マタ
斬
キリ
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ハ
布
フ
理
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一。 （古事記　中巻）
　（31）吾
ワ ギ モ コ ガ
妹兒之　屋
ヤドノタチバナ
前之橘　甚
イトチカク
近　殖
ウエ
而
テ
師
シ
故
ユ ヱ ニ
二　不
ナ ラ ズ ハ ヤ マ ジ
成者不止 （万葉集　411）
　ユヱニが成立する事態にのみ使用されたのに対し、ユヱニは上代から成立・不成立に関わらず使
用されている。
　また、中世の『徒然草』から『論語聴塵』にかけて意志・推量の表現に接続している。
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使われている。ユヱの機能が変化しているのである。ユヱという語が名詞としての機能を失い、文
と文を繋ぐ接続助詞的な用法のみへと偏っていくのである。大堀壽夫（2004）は「文法化」につい
て「語彙的要素（動詞・名詞など）が意味的に抽象化し、文法的要素（とりわけ膠着的接辞/屈折
形態）となったもの」と定義している。名詞的用法を失っていくユヱは意味的に抽象化し、接続助
詞へと文法化したものと考えられる。
４．前接部からみたユヱとユヱニ
　以下、前件・後件を繋ぐユヱとユヱニについて考察する。ユヱとユヱニが承けている前件の述部
にどのような差異があるかを分類し、結果を〈表４〉に示した。
〈表４〉ユヱ・ユヱニが前接部する形式
　〈表４〉から、大きな流れとして、17世紀中頃に成立した『雑兵物語』以前はユヱが少なく、ユ
ヱニが多いこと、『雑兵物語』以降、ユヱニが減少し、ユヱが多く使用されるようになっていくこ
とがわかる。『雑兵物語』以前の資料は関西で成立しているのに対し、『雑兵物語』は関東で成立し
たと思われる資料であり、内部に関東の方言が含まれている。よって、『雑兵物語』を境にユヱと
と文を繋ぐ接続助詞的な用法のみへと偏っていくのである。大堀壽夫は「文法化」について
「語彙的要素動詞・名詞などが意味的に抽象化し、文法的要素とりわけ膠着的接辞屈折形態と
なったもの」と定義している。名詞的用法を失っていくユヱは意味的に抽象化し、接続助詞へと文法
化したものと考えられる。

前接部からみたユヱとユヱニ
 以下、 ユヱニについて考察する。ユヱとユヱニが承けている前件の述部に
どのような差異があるかを分類し、結果を〈表〉に示した。
〈表 〉ユヱ・ユヱニが前接部する形式

 〈表〉から、大きな流れとして、世紀中頃に成立した『雑兵物語』以前はユヱが少なく、ユヱ
ニが多いこと、『雑兵物語』以降、ユヱニが減少し、ユヱが多く使用されるようになっていくことが
わかる。『雑兵物語』以前の資料は関西で成立しているのに対し、『雑兵物語』は関東で成立したと思
われる資料であり、内部に関東の方言が含まれている。よって、『雑兵物語』を境にユヱとユヱニの
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   古事記 (700年代)
      万葉集 (700年代)
    古今和歌集 
    かげろふ日記 (954～975)
    うつほ物語 (970年代)
      源氏物語 (1004～1012)
   枕草子 (1000以降)
    栄花物語 (1092以降)
     梁塵秘抄 (1180頃)
    無明草子 (1198～1202頃）
  方丈記 
  宇治拾遺物語 (1213～1221)
      延慶本平家物語 
        徒然草 
           応永二十七年本論語抄 
          論語聴塵 (1475～1550)
  天草版伊曽保物語 
     天草版平家物語 
  醒睡笑 
             大蔵流狂言虎明本 
         雑兵物語 (1657～1683)
      おあむ物語 (1600～1672)
         おきく物語 (1615～1678)
      世継曾我 
       せみ丸 
       参会名護屋 
            けいせい浅間嶽 
     傾城阿佐間曾我 
     曽根崎心中 
    丹波与作待夜の小室節 
         百合若大臣野守鏡 
     碁盤太平記 
     今宮の心中 
        大職冠 
        天神記 
       おしゆん伝兵衛十七年忌 
       双生隅田川 
       津国女夫池 
     女殺油地獄 
       信州川中島合戦 
      心中宵庚申 
         関八州繋馬 
  跖婦人伝 
   遊子方言 (1770頃)
           御摂勧進帳 
   甲駅新語 (1775）
               伊賀越乗掛合羽 
    古契三娼 
        傾城買四十八手 
      繁千鳥 
      傾城買二筋道 
ユヱニ前接部 ユヱ前接部 ユヱ・ユヱニの区別
　　分類
　　　　　　資料          (年代)
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ユヱニの勢力が入れ替わるという述べ方は危険だが、転換点は17世紀中頃である。
　複文の前接部について、南不二男（1993）は従属節の構成要素によって従属節を承ける形式を3
つの階層に分類した。以下、南不二男（1993）の説を私にまとめた。
　　Ａ類　ナガラ（継続）・ツツ・テ・動詞連用形反復・連用形（形容詞・形容動詞）
　　Ｂ類　テ（原因理由）・ト・ナガラ（逆接）・ノデ・ノニ・バ・タラ・ナラ・テモ・テ（継起的
または並列的な動作・状態）・連用形（継起的または並列的な動作・状態）・ズ（ズニ）・
ナイデ
　　Ｃ類　ガ・カラ・ケレド・シ・テ・連用形
　田窪行則（2010）は南説を修正し、次のように整理している。
　　Ａ類＝動作　　様態・頻度の副詞＋補語＋述語
　　Ｂ類＝事態　　制限的修飾句＋主格＋Ａ＋（否定）＋時制
　　Ｃ類＝判断　　非制限的修飾句＋主題＋Ｂ＋モーダル
　　Ｄ類＝伝達　　呼掛け＋Ｃ＋終助詞
　〈表４〉によると、ユヱは中古にキに接続する例が5例あり、事態を承ける形式である。ただし打
消については17世紀の『世継曾我』以前に接続する例はない。ユヱは（26）「この宮とも御仲がそ
ばそばしい」、（27）「身に行う」のように、すでに起きた事態、また起きている事態といった、成
立する事態にのみ用いられたものと考えられる。
　（26）こよなう心寄せきこえたまへれば、弘徽殿の女御、又この宮とも御仲そば〳〵しきゆへ、
うち添へて本よりのにくさも立ち出でて、ものしとおぼしたり。 （源氏物語　桐壷）
　（27）禮ハ文ヲ執テ身ニ行フ故、執ノ字ヲ加タリ。 （応永二十七年本論語抄）
　ユヱは『大蔵流狂言台本虎明本』以降、タ形にも接続するようになる。また、『世継曾我』以降、
打消も接続するようになる。ユヱの用法が拡大し、成立・不成立に関わらず使用される形式になっ
ている。
　（28）くたびれたゆへか、いや〳〵何とやらいごくやうながふしんな事じや（大蔵流狂言虎明本）
　（29）鎌倉方の大名にはふつ〳〵、会ひも致さぬゆへ、外の勤めの障りとて、内よりかたく堰か
るれど遣手、禿の、目を忍び、言伝にてか文にてか日に一度は、音信を、せぬ事とても候はず。
 （近松浄瑠璃集　世継曾我）
　一方、ユヱニは上代からキに接続する例が現れている。
　（30）亦
マタ
斬
キリ
‐ 二波
ハ
布
フ
理
リシ
其
ソノ
軍
イクサ
士
ビトヲ
一故
ユヱニ
、號
ナヲ
二其
ソ
地
コノ
一、謂
イフ
二波
ハ
布
フ
理
リ
曾
ソ
能
ノトナモ
一。 （古事記　中巻）
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成者不止 （万葉集　411）
　ユヱニが成立する事態にのみ使用されたのに対し、ユヱニは上代から成立・不成立に関わらず使
用されている。
　また、中世の『徒然草』から『論語聴塵』にかけて意志・推量の表現に接続している。
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使われている。ユヱの機能が変化しているのである。ユヱという語が名詞としての機能を失い、文
と文を繋ぐ接続助詞的な用法のみへと偏っていくのである。大堀壽夫（2004）は「文法化」につい
て「語彙的要素（動詞・名詞など）が意味的に抽象化し、文法的要素（とりわけ膠着的接辞/屈折
形態）となったもの」と定義している。名詞的用法を失っていくユヱは意味的に抽象化し、接続助
詞へと文法化したものと考えられる。
４．前接部からみたユヱとユヱニ
　以下、前件・後件を繋ぐユヱとユヱニについて考察する。ユヱとユヱニが承けている前件の述部
にどのような差異があるかを分類し、結果を〈表４〉に示した。
〈表４〉ユヱ・ユヱニが前接部する形式
　〈表４〉から、大きな流れとして、17世紀中頃に成立した『雑兵物語』以前はユヱが少なく、ユ
ヱニが多いこと、『雑兵物語』以降、ユヱニが減少し、ユヱが多く使用されるようになっていくこ
とがわかる。『雑兵物語』以前の資料は関西で成立しているのに対し、『雑兵物語』は関東で成立し
たと思われる資料であり、内部に関東の方言が含まれている。よって、『雑兵物語』を境にユヱと
と文を繋ぐ接続助詞的な用法のみへと偏っていくのである。大堀壽夫は「文法化」について
「語彙的要素動詞・名詞などが意味的に抽象化し、文法的要素とりわけ膠着的接辞屈折形態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ユヱニヤ
　（44）二条院モ賢王ニテ渡セ給ケルガ、御位ニ即セ給テ後ハ、「天子ニ父母ナシ」ト常ニハ被仰一
テ、法皇ノ仰ヲモ用マヒラセ給ザリシカバ、本意ナキ事ニ思食タリシ故ニヤ、世ヲモシロシメス
事モ程ナカリキ。 （延慶本平家物語）
　（45）此ハ六条判官為義ガ娘ノ腹ニテ有ケレバ、母方源氏ナリケレドモ、世ニ随フ事ナレバ、平
家ノ祈師ト成タリケル故ニヤ、覚応法眼六波羅ヘ使者ヲ立テ申ケルハ、「（…片山略…）」ヲゾ申
ケル。 （延慶本平家物語）
ユヱニコソ
　（46）御目の覚めぬゆへにこそせめても刀を抜放さず。是も親の慈悲ぞ」
 （近松浄瑠璃集　百合若大臣野守鏡）
　（47）「酷や辛や情なや。是計は許してたべ元自が子にてはなく。紅梅殿にて拾ひしが親たる者の
習ひにて。湯共水共分き難く。まだ胎内に有うちさへなんばういとしき故にこそ、十月の苦しみ
苦にならず。此世あの世の境を見て産み落としたる大事の子、栄耀にも慰みにも捨る親の有べき
か。 （近松浄瑠璃集　天神記）
　（48）もしもの事の有ル物と、惜しからぬ白髪の十筋右衛門に鬠かけし其徳に、此度の訴訟を嫌ひ、
関白殿のお使イにも御対面なき頼光へ、婆が額に角を入レ、佐々目ノ少弐と云男になりし故にこ
そ、七日のお命は延したれ。 （近松浄瑠璃集　関八州繋馬）
　ユヱは「カ」「コソ」を後接し、ユヱニは「ゾ」「ヤ」「コソ」を後接している。
　『万葉集』の2例を除くと、16世紀末期の『天草版平家物語』以降に「ユヱカ」の例が現れる。『万
葉集』の例は2例とも、前件が「誰」であり、不定詞が掛かる例として、中世以降のような動詞性
述語をもつ事態を承けている例とは別に考えるべきであると思われる。よって、16世紀以降の例に
着目し、考察する。
　　「カ」は話者にとって不定のものや、推測するものに接続して用いられる。阪倉篤義（1993）は、
内容的疑問について言えば、その中の不定詞は、それ自体で疑問詞的性格を持ち、疑問表現を
形成しうるものであったが、それに「か」「ぞ」を加えることによって疑問点がそこにあるこ
とが強調されたり、あるいは「や」によって疑問の主題が明示されたりすることによって、疑
問文としてより明確な表現になった。
と述べ、疑問点を強調する表現としている。ユヱ節の事態が、話者にとって後件の事態の理由とは
確定していないため、疑問表現が現れているのである。４章でユヱが17世紀に用法を拡大して打消
を接続するようになったことを述べた。不成立の事態を承ける前の段階として、話者が前件の事態
に疑問を持つ表現が現れていることは、近世以降、ユヱの用法が拡大したことを裏付けるものと思
われる。
86
ユヱとユヱニ　　片山　鮎子
　（32）（六時堂の前の鐘の音について）寒暑に随ひてあがりさがり有（る）べき故に、二月涅槃会
より精霊会までの中間を指南とす。 （徒然草）
　（33）孔子ヲハ万代ノ師ト仰クヘキ故ニ子ト云也。 （論語聴塵）
　意志・推量の表現に接続することから、ユヱニは話者の判断まで承ける用法であった。しかし、『論
語聴塵』以降、ユヱニは意志・推量の表現に接続する例が現れない。打消も『応永二十七年本論語
抄』に6例現われるだけであり、以降は接続する例がない。タ形・キ・ケリについても、もともと
用例が少なく、近世以降はほとんど現れなくなっている。近世のユヱニは事態を承ける用法へと縮
小しながら、全体的な傾向として使用されなくなっていくのである。
５．係助詞からみたユヱとユヱニ
　ユヱとユヱニは係助詞「ゾ」「ヤ」「カ」「コソ」を後接する例があり、ユヱとユヱニの語形によっ
て後接する助詞に違いがある。
ユヱカ
　（34）鈴
スズカガハ
鹿河　八
ヤ ソ セ ワ タ リ テ
十瀬渡而　誰
タレ
故
ユヱ
加
カ
　夜
ヨ コ エ ニ コ エ ム
越尓将越　妻
ツマモアラナクニ
毛不在君 （万葉集　3156）
　（35）己
コ モ リ ク ノ
母理久乃　泊
ハ ツ セ ノ カ ハ ノ
瀬之河之　上
カミツセニ
瀬尓　伊
イ ク ヒ ヲ ウ チ
杭乎打　下
シモツセニ
瀬尓　真
マ ク ヒ ヲ ウ チ
杭乎挌　伊
イ ク ヒ ニ ハ
杭尓波　鏡
カガミヲカケ
乎懸　
真
マ ク ヒ ニ ハ
杭尓波　真
マ タ マ ヲ カ ケ
玉乎懸　真
マ タ マ ナ ス
珠奈須　我
ワガオモフイモモ
念妹毛　鏡
カガミナス
成　我
ワガオモフイモモ
念妹毛　有
ア リ ト イ ハ バ
跡謂者社　國
ク ニ ニ モ
尓毛　
家
イ ヘ ニ モ ユ カ メ
尓毛由可米　誰
タレ
故
ユヱ
可
カ
将
ユカ
行
ム
 （万葉集　3263）
　（36）平家には重盛こそ心も剛に，謀もすぐれてあったが、平家の運命の末になるゆゑか、去年
の八月に死去せられてござる。 （天草版平家物語）
　（37）くたびれたゆへか、いや〳〵何とやらいごくやうながふしんな事じや（大蔵流狂言虎明本）
　（38）いまので大方よふなつてござるが、しやく状があるゆへか、まだむねのいたみがのこつて
ござる （大蔵流狂言虎明本）
　（39）常は息才のつらの赤さだが、武辺ばなしで気がつゝはつて血がゑらくはつした故か、今は
才六のやうに青くなつた。 （雑兵物語）
　（40）イヤ切ふ切まいと諍ひ彼が詞を用ぬ故か、四五日病気の由にて今日も不参。
 （近松浄瑠璃集　双生隅田川）
ユヱコソ
　（41）又かのにくかりしゆへこそいかめしきことも出で来しか、ゆるされ給ひてまいり給ふべき
につけても、猶心にしみにし方ぞあはれにおぼえたまける。 （源氏物語　須磨）
　（42）向かひの山にも、時々の御念仏に籠り給しゆへこそ、人も参り通ひしか（源氏物語　椎本）
ユヱニゾ
　（43）たゞこの御方のことを思ふゆへにぞ、おのれも人々しくならまほしくおぼえける。
 （源氏物語　東屋）
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才六のやうに青くなつた。 （雑兵物語）
　（40）イヤ切ふ切まいと諍ひ彼が詞を用ぬ故か、四五日病気の由にて今日も不参。
 （近松浄瑠璃集　双生隅田川）
ユヱコソ
　（41）又かのにくかりしゆへこそいかめしきことも出で来しか、ゆるされ給ひてまいり給ふべき
につけても、猶心にしみにし方ぞあはれにおぼえたまける。 （源氏物語　須磨）
　（42）向かひの山にも、時々の御念仏に籠り給しゆへこそ、人も参り通ひしか（源氏物語　椎本）
ユヱニゾ
　（43）たゞこの御方のことを思ふゆへにぞ、おのれも人々しくならまほしくおぼえける。
 （源氏物語　東屋）
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  古事記 (700年代)
           万葉集 (700年代)
  古今和歌集 
 かげろふ日記 (954～975)
 うつほ物語 (970年代)
        源氏物語 (1004～1012)
 枕草子 (1000以降)
 栄花物語 (1092以降)
   梁塵秘抄 (1180頃)
   無明草子 (1198～1202頃）
 方丈記 
 宇治拾遺物語 (1213～1221)
    延慶本平家物語 
 徒然草 
   応永二十七年本論語抄 
    論語聴塵 (1475～1550)
 天草版伊曽保物語 
   天草版平家物語 
 醒睡笑 
       大蔵流狂言虎明本 
   雑兵物語 (1657～1683)
    おあむ物語 (1600～1672)
      おきく物語 (1615～1678)
    世継曾我 
        せみ丸 
    参会名護屋 
           けいせい浅間嶽 
  傾城阿佐間曾我 
    曽根崎心中 
   丹波与作待夜の小室節 
      百合若大臣野守鏡 
    碁盤太平記 
    今宮の心中 
      大職冠 
     天神記 
      おしゆん伝兵衛十七年忌 
      双生隅田川 
     津国女夫池 
   女殺油地獄 
      信州川中島合戦 
   心中宵庚申 
       関八州繋馬 
 跖婦人伝 
 遊子方言 (1770頃)
          御摂勧進帳 
  甲駅新語 (1775）
              伊賀越乗掛合羽 
  古契三娼 
        傾城買四十八手 
    繁千鳥 
    傾城買二筋道 
ユヱ ユヱ・ユヱニの区別
　　分類
　　　　　　資料           (年代)
88
ユヱとユヱニ　　片山　鮎子
６．敬語からみたユヱとユヱニ
　次にユヱとユヱニの前接部における敬語表現を分類してまとめた〈表５〉。
〈表５〉ユヱ・ユヱニが前接する敬語形式
　ユヱは『源氏物語』から、ユヱニは『枕草子』から「給う」が用いられている。「給う」以外の
敬語については、ユヱニは上代から近世にかけて、『大蔵流狂言虎明本』と『大職冠』以外、敬語
に接続する例がない。対してユヱは17世紀の『おあむ物語』に「おじゃる」が現れて以降、尊敬語
「る・らる」、謙譲語「致す」、丁寧語「ます」等、多くの敬語表現が現れている。
　４章で前接部の分類からユヱが17世紀中頃に勢力を増すことを指摘した。敬語の使用状況から、
ユヱが勢力を増す中で、成立・不成立に関わらず使用される形式となっただけでなく、前件の事態
に対する話者の態度まで受けるように、用法が拡大していることがわかる。
７．ユヱ・ユヱニの後件の文末
　前章ではユヱとユヱニの前件の述部から両語形の差を考察した。以下では、ユヱ節・ユヱニ節を
承けた後件について考察する。前件と同じく、後件も述部に話者の発話態度が現れる。よって後件
の述部を分類し、〈表６〉〈表７〉に示した。
六．敬語からみたユヱとユヱニ
次にユヱとユヱニの前接部における敬語表現を分類してまとめた〈表〉。
〈表 〉ユヱ・ユヱニが前接する敬語形式

は『枕草子』から「給う」が用いられている。「給う」以外の敬
語については、ユヱニは上代から近世にかけて、『大蔵流狂言虎明本』と『大職冠』以外、敬語に接
続する例がない。対してユヱは世紀の『おあむ物語』に「おじゃる」が現れて以降、尊敬語「る・
らる」、謙譲語「致す」、丁寧語「ます」等、多くの敬語表現が現れている。
 の分類からユヱが  状況から、
・不成立に関わらず使用される形式となっただけでなく、前件の事態に
対する話者の態度まで受けるように、用法が拡大していることがわかる。

ユヱ・ユヱニの後件の文末
以下では、ユヱ節・ユヱニ節を承
けた後件について考察する。前件と同じく、後件も述部に話者の発話態度が現れる。よって後件の述
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  古事記 (700年代)
  万葉集 (700年代)
  古今和歌集 
  かげろふ日記 (954～975)
  うつほ物語 (970年代)
   源氏物語 (1004～1012)
   枕草子 (1000以降)
  栄花物語 (1092以降)
  梁塵秘抄 (1180頃)
  無明草子 (1198～1202頃)
  方丈記 
  宇治拾遺物語 (1213～1221)
  延慶本平家物語 
   徒然草 
  応永二十七年本論語抄 
   論語聴塵 (1475～1550)
  天草版伊曽保物語 
  天草版平家物語 
  醒睡笑 
     大蔵流狂言虎明本 
  雑兵物語 (1657～1683)
     おあむ物語 (1600～1672)
   おきく物語 (1615～1678)
    世継曾我 
     せみ丸 
   参会名護屋 
           けいせい浅間嶽 
   傾城阿佐間曾我 
  曽根崎心中 
  丹波与作待夜の小室節 
   百合若大臣野守鏡 
    碁盤太平記 
  今宮の心中 
      大職冠 
    天神記 
   おしゆん伝兵衛十七年忌 
  双生隅田川 
   津国女夫池 
  女殺油地獄 
    信州川中島合戦 
  心中宵庚申 
   関八州繋馬 
  跖婦人伝 
  遊子方言 (1770頃)
   御摂勧進帳 
  甲駅新語 (1775）
        伊賀越乗掛合羽 
  古契三娼 
  傾城買四十八手 
  繁千鳥 
  傾城買二筋道 
ユヱ・ユヱニの区別
　分類
　　　　　 資料            (年代)
ユヱニ前接部(敬語） ユヱ前接部(敬語）
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 枕草子 (1000以降)
 栄花物語 (1092以降)
   梁塵秘抄 (1180頃)
   無明草子 (1198～1202頃）
 方丈記 
 宇治拾遺物語 (1213～1221)
    延慶本平家物語 
 徒然草 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   応永二十七年本論語抄 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    論語聴塵 (1475～1550)
 天草版伊曽保物語 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
 醒睡笑 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       大蔵流狂言虎明本 
   雑兵物語 (1657～1683)
    おあむ物語 (1600～1672)
      おきく物語 (1615～1678)
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      双生隅田川 
     津国女夫池 
   女殺油地獄 
      信州川中島合戦 
   心中宵庚申 
       関八州繋馬 
 跖婦人伝 
 遊子方言 (1770頃)
          御摂勧進帳 
  甲駅新語 (1775）
              伊賀越乗掛合羽 
  古契三娼 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ユヱ ユヱ・ユヱニの区別
　　分類
　　　　　　資料           (年代)
88
ユヱとユヱニ　　片山　鮎子
６．敬語からみたユヱとユヱニ
　次にユヱとユヱニの前接部における敬語表現を分類してまとめた〈表５〉。
〈表５〉ユヱ・ユヱニが前接する敬語形式
　ユヱは『源氏物語』から、ユヱニは『枕草子』から「給う」が用いられている。「給う」以外の
敬語については、ユヱニは上代から近世にかけて、『大蔵流狂言虎明本』と『大職冠』以外、敬語
に接続する例がない。対してユヱは17世紀の『おあむ物語』に「おじゃる」が現れて以降、尊敬語
「る・らる」、謙譲語「致す」、丁寧語「ます」等、多くの敬語表現が現れている。
　４章で前接部の分類からユヱが17世紀中頃に勢力を増すことを指摘した。敬語の使用状況から、
ユヱが勢力を増す中で、成立・不成立に関わらず使用される形式となっただけでなく、前件の事態
に対する話者の態度まで受けるように、用法が拡大していることがわかる。
７．ユヱ・ユヱニの後件の文末
　前章ではユヱとユヱニの前件の述部から両語形の差を考察した。以下では、ユヱ節・ユヱニ節を
承けた後件について考察する。前件と同じく、後件も述部に話者の発話態度が現れる。よって後件
の述部を分類し、〈表６〉〈表７〉に示した。
六．敬語からみたユヱとユヱニ
次にユヱとユヱニの前接部における敬語表現を分類してまとめた〈表〉。
〈表 〉ユヱ・ユヱニが前接する敬語形式

は『枕草子』から「給う」が用いられている。「給う」以外の敬
語については、ユヱニは上代から近世にかけて、『大蔵流狂言虎明本』と『大職冠』以外、敬語に接
続する例がない。対してユヱは世紀の『おあむ物語』に「おじゃる」が現れて以降、尊敬語「る・
らる」、謙譲語「致す」、丁寧語「ます」等、多くの敬語表現が現れている。
 の分類からユヱが  状況から、
・不成立に関わらず使用される形式となっただけでなく、前件の事態に
対する話者の態度まで受けるように、用法が拡大していることがわかる。

ユヱ・ユヱニの後件の文末
以下では、ユヱ節・ユヱニ節を承
けた後件について考察する。前件と同じく、後件も述部に話者の発話態度が現れる。よって後件の述
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  古事記 (700年代)
  万葉集 (700年代)
  古今和歌集 
  かげろふ日記 (954～975)
  うつほ物語 (970年代)
   源氏物語 (1004～1012)
   枕草子 (1000以降)
  栄花物語 (1092以降)
  梁塵秘抄 (1180頃)
  無明草子 (1198～1202頃)
  方丈記 
  宇治拾遺物語 (1213～1221)
  延慶本平家物語 
   徒然草 
  応永二十七年本論語抄 
   論語聴塵 (1475～1550)
  天草版伊曽保物語 
  天草版平家物語 
  醒睡笑 
     大蔵流狂言虎明本 
  雑兵物語 (1657～1683)
     おあむ物語 (1600～1672)
   おきく物語 (1615～1678)
    世継曾我 
     せみ丸 
   参会名護屋 
           けいせい浅間嶽 
   傾城阿佐間曾我 
  曽根崎心中 
  丹波与作待夜の小室節 
   百合若大臣野守鏡 
    碁盤太平記 
  今宮の心中 
      大職冠 
    天神記 
   おしゆん伝兵衛十七年忌 
  双生隅田川 
   津国女夫池 
  女殺油地獄 
    信州川中島合戦 
  心中宵庚申 
   関八州繋馬 
  跖婦人伝 
  遊子方言 (1770頃)
   御摂勧進帳 
  甲駅新語 (1775）
        伊賀越乗掛合羽 
  古契三娼 
  傾城買四十八手 
  繁千鳥 
  傾城買二筋道 
ユヱ・ユヱニの区別
　分類
　　　　　 資料            (年代)
ユヱニ前接部(敬語） ユヱ前接部(敬語）
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式が勢力を逆転させた原因は、近世以前にあるものと考えられる。
8.1　上代・中古におけるユヱとユヱニの対立
　上代・中古において、ユヱは次のように用いられる。
　（49）伊
イ チ ヒ ヰ ノ
知比韋能　和
ワ ニ サ ノ ニ ヲ
邇佐能邇袁　波
ハ ツ ニ ハ
都邇波　波
ハ ダ ア カ ラ ケ ミ
陀阿可良氣美　志
シ ハ ニ ハ
波邇波　邇
ニ グ ロ キ
具漏岐由
ユ ヱ
惠
美
ミ ツ グ リ ノ
都具理能　曾
ソ ノ ナ カ ツ ニ ヲ
能那迦都爾袁　加
カ ブ ツ ク
夫都久　麻
マ ヒ ニ ハ ア テ ズ
肥邇波阿弖受　麻
マ ヨ ガ キ
用賀岐　許
コ ニ カ キ タ レ
邇加岐多禮　阿
ア
波
ハ
志
シ
斯
シ
袁
オ
美
ミ
那
ナ
 （古事記　中巻）
　（50）（源氏ハ　藤壺ニ）　つらつき、まみなどはいとよう似たりし　ゆへ、（源氏ハ　藤壺ニ）　通ひて見へ給ふ
も似げなからずなむ （源氏物語　桐壷）
　（51）こよなう心寄せきこえたまへれば、弘徽殿の女御（ハ）、又この宮とも御仲（ガ）そば〳〵
しき　ゆへ、（弘徽殿の女御ハ　藤壺ニ）　うち添へて本よりのにくさも立ち出でて、ものしとおぼしたり。
（源氏物語　桐壷）
　（52）（三宮ハ）　紫の上の御心よせ（ガ）　ことにはぐくみきこえ給し　故、三宮は　二上院におはし
ます。 （源氏物語　匂兵部卿）
　（53）二万余騎ハ　ヨリツクベキ所ナキ　故、（二万余騎ハ）　只イタヅラニ引ヘタリ。
 （延慶本平家物語）
　上記の用例から、上代のユヱは［～ハ/ガ＋状態性述語＋ユヱ、同一主語＋状態性述語］という
文型である。
　中古におけるユヱは、対象を含む［～ハ/ガ＋～ニ～＋状態性述語＋ユヱ、同一主語＋状態性述語］
という文型である。上代も中古も前件の述部は「に黒い」といった形容詞や、「似る」「そばそばし
い」等、状態性の述語に限られているようである。
　一方、ユヱニは以下のように用いられる。
　（54）吾
ワ ギ モ コ ガ
妹兒之　屋
ヤドノタチバナ
前之橘　甚
イトチカク
近　殖
ウエ
而
テ
師
シ
　故
ユヱ
二
ニ
　不
ナ ラ ズ ハ ヤ マ ジ
成者不止 （万葉集　411）
　（55）真
シラタマハ
珠者　緒
オ ダ エ シ ニ キ ト
絶為尓伎登　聞
キキ
之
シ
故
ユヱ
尓
ニ
　其
ソノヲマタヌキ
緒復貫　吾
ワ ガ タ マ ニ セ ム
玉尓将為 （万葉集　3814）
　（56）（この山の七人ガ）　懈怠邪見のともがらに、忍辱の心を起こさしむる　故に、　この山の七人（ハ）、
残れる業を滅ぼして、天上に帰るべし。 （うつほ物語）
　（57）（仏ガ）　一切のところにへ
変
んし
じ
給へる　ゆへに　（人ハ）　そのほとけの住所を　常
じょうじゃっこう
寂光となつ
く （栄花物語）
　ユヱが状態性の述語を承けていたのに対し、上代・中古におけるユヱニは［～ハ/ガ＋動作性述
語＋ユヱ、同一/別主語＋状態性述語］という文型である。前件述部は「植える」「聞く」「起こさ
せる」「変じる」等、動作性の述語に接続している。上代の後件は「止まじ」「吾が珠にせむ」といっ
た話者の意志表現が現れている。中古の後件においても「帰るべし」という話者の判断表現が現れ、
また「名付ける」といった、動作性の事態を承けている。
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〈表７〉ユヱニの後件の文末
　ユヱは『万葉集』のム2例、『源氏物語』のカ1例、ナム1例を除いて上代から『大蔵流狂言台本虎
明本』の頃まで後件の文末は動詞ル形、動詞＋タリ、動詞＋ケリといった、話者の判断表現が入ら
ない述部である。近世以降はム・ラムの例が現れているが、傾向としては疑問の表現であるカ・ナ・
ヨナ・ゾ・ゾヤが増加している。
　ユヱニは『万葉集』からム・カのような判断表現が現れている。しかし『大蔵流狂言台本虎明本』
以降、カの例は現れるが、ム・ラム・ベシ等の判断表現はほとんど現れなくなる。
　前件においてユヱが用法を拡大し、ユヱニが縮小したことと傾向が重なっている。
８．ユヱとユヱニの展開
　以上のようなユヱとユヱニの相違はどのようにして生じたのかを考察する。近世においてユヱと
ユヱニはともに事態を承ける用法でありながら、ユヱが勢力を拡大しユヱニは縮小している。両形
〈表 〉ユヱニの後件の文末

 例、 例、ナム例を除いて上代から『大蔵流狂言台本
虎明本』の頃まで後件の文末は動詞ル形、動詞＋タリ、動

台本虎明本』
以降、カの例は現れるが、ム・ラム・ベシ等の判断表現はほとんど現れなくなる。
前件においてユヱが用法を拡大し、ユヱニが縮小したことと傾向が重なっている。

ユヱとユヱニの展開
 以上のようなユヱとユヱニの相違はどのようにして生じたのかを考察する。近世においてユヱと
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 古事記 (700年代)
             万葉集 (700年代)
   古今和歌集 
    かげろふ日記 (954～975)
   うつほ物語 (970年代)
  源氏物語 (1004～1012)
  枕草子 (1000以降)
   栄花物語 (1092以降)
  梁塵秘抄 (1180頃)
 無明草子 (1198～1202頃）
 方丈記 
 宇治拾遺物語 (1213～1221)
   延慶本平家物語 
         徒然草 
        応永二十七年本論語抄 
     論語聴塵 (1475～1550)
 天草版伊曽保物語 
    天草版平家物語 
 醒睡笑 
          大蔵流狂言虎明本 
    雑兵物語 (1657～1683)
  おあむ物語 (1600～1672)
 おきく物語 (1615～1678)
 世継曾我 
 せみ丸 
  参会名護屋 
   けいせい浅間嶽 
  傾城阿佐間曾我 
 曽根崎心中 
  丹波与作待夜の小室節 
     百合若大臣野守鏡 
 碁盤太平記 
    今宮の心中 
     大職冠 
    天神記 
 おしゆん伝兵衛十七年忌 
   双生隅田川 
  津国女夫池 
  女殺油地獄 
   信州川中島合戦 
   心中宵庚申 
      関八州繋馬 
 跖婦人伝 
  遊子方言 (1770頃)
     御摂勧進帳 
 甲駅新語 (1775）
    伊賀越乗掛合羽 
  古契三娼 
 傾城買四十八手 
 繁千鳥 
 傾城買二筋道 
ユヱニ ユヱ・ユヱニの区別
　　分類
　　　　　　資料           (年代)
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式が勢力を逆転させた原因は、近世以前にあるものと考えられる。
8.1　上代・中古におけるユヱとユヱニの対立
　上代・中古において、ユヱは次のように用いられる。
　（49）伊
イ チ ヒ ヰ ノ
知比韋能　和
ワ ニ サ ノ ニ ヲ
邇佐能邇袁　波
ハ ツ ニ ハ
都邇波　波
ハ ダ ア カ ラ ケ ミ
陀阿可良氣美　志
シ ハ ニ ハ
波邇波　邇
ニ グ ロ キ
具漏岐由
ユ ヱ
惠
美
ミ ツ グ リ ノ
都具理能　曾
ソ ノ ナ カ ツ ニ ヲ
能那迦都爾袁　加
カ ブ ツ ク
夫都久　麻
マ ヒ ニ ハ ア テ ズ
肥邇波阿弖受　麻
マ ヨ ガ キ
用賀岐　許
コ ニ カ キ タ レ
邇加岐多禮　阿
ア
波
ハ
志
シ
斯
シ
袁
オ
美
ミ
那
ナ
 （古事記　中巻）
　（50）（源氏ハ　藤壺ニ）　つらつき、まみなどはいとよう似たりし　ゆへ、（源氏ハ　藤壺ニ）　通ひて見へ給ふ
も似げなからずなむ （源氏物語　桐壷）
　（51）こよなう心寄せきこえたまへれば、弘徽殿の女御（ハ）、又この宮とも御仲（ガ）そば〳〵
しき　ゆへ、（弘徽殿の女御ハ　藤壺ニ）　うち添へて本よりのにくさも立ち出でて、ものしとおぼしたり。
（源氏物語　桐壷）
　（52）（三宮ハ）　紫の上の御心よせ（ガ）　ことにはぐくみきこえ給し　故、三宮は　二上院におはし
ます。 （源氏物語　匂兵部卿）
　（53）二万余騎ハ　ヨリツクベキ所ナキ　故、（二万余騎ハ）　只イタヅラニ引ヘタリ。
 （延慶本平家物語）
　上記の用例から、上代のユヱは［～ハ/ガ＋状態性述語＋ユヱ、同一主語＋状態性述語］という
文型である。
　中古におけるユヱは、対象を含む［～ハ/ガ＋～ニ～＋状態性述語＋ユヱ、同一主語＋状態性述語］
という文型である。上代も中古も前件の述部は「に黒い」といった形容詞や、「似る」「そばそばし
い」等、状態性の述語に限られているようである。
　一方、ユヱニは以下のように用いられる。
　（54）吾
ワ ギ モ コ ガ
妹兒之　屋
ヤドノタチバナ
前之橘　甚
イトチカク
近　殖
ウエ
而
テ
師
シ
　故
ユヱ
二
ニ
　不
ナ ラ ズ ハ ヤ マ ジ
成者不止 （万葉集　411）
　（55）真
シラタマハ
珠者　緒
オ ダ エ シ ニ キ ト
絶為尓伎登　聞
キキ
之
シ
故
ユヱ
尓
ニ
　其
ソノヲマタヌキ
緒復貫　吾
ワ ガ タ マ ニ セ ム
玉尓将為 （万葉集　3814）
　（56）（この山の七人ガ）　懈怠邪見のともがらに、忍辱の心を起こさしむる　故に、　この山の七人（ハ）、
残れる業を滅ぼして、天上に帰るべし。 （うつほ物語）
　（57）（仏ガ）　一切のところにへ
変
んし
じ
給へる　ゆへに　（人ハ）　そのほとけの住所を　常
じょうじゃっこう
寂光となつ
く （栄花物語）
　ユヱが状態性の述語を承けていたのに対し、上代・中古におけるユヱニは［～ハ/ガ＋動作性述
語＋ユヱ、同一/別主語＋状態性述語］という文型である。前件述部は「植える」「聞く」「起こさ
せる」「変じる」等、動作性の述語に接続している。上代の後件は「止まじ」「吾が珠にせむ」といっ
た話者の意志表現が現れている。中古の後件においても「帰るべし」という話者の判断表現が現れ、
また「名付ける」といった、動作性の事態を承けている。
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〈表７〉ユヱニの後件の文末
　ユヱは『万葉集』のム2例、『源氏物語』のカ1例、ナム1例を除いて上代から『大蔵流狂言台本虎
明本』の頃まで後件の文末は動詞ル形、動詞＋タリ、動詞＋ケリといった、話者の判断表現が入ら
ない述部である。近世以降はム・ラムの例が現れているが、傾向としては疑問の表現であるカ・ナ・
ヨナ・ゾ・ゾヤが増加している。
　ユヱニは『万葉集』からム・カのような判断表現が現れている。しかし『大蔵流狂言台本虎明本』
以降、カの例は現れるが、ム・ラム・ベシ等の判断表現はほとんど現れなくなる。
　前件においてユヱが用法を拡大し、ユヱニが縮小したことと傾向が重なっている。
８．ユヱとユヱニの展開
　以上のようなユヱとユヱニの相違はどのようにして生じたのかを考察する。近世においてユヱと
ユヱニはともに事態を承ける用法でありながら、ユヱが勢力を拡大しユヱニは縮小している。両形
〈表 〉ユヱニの後件の文末

 例、 例、ナム例を除いて上代から『大蔵流狂言台本
虎明本』の頃まで後件の文末は動詞ル形、動詞＋タリ、動

台本虎明本』
以降、カの例は現れるが、ム・ラム・ベシ等の判断表現はほとんど現れなくなる。
前件においてユヱが用法を拡大し、ユヱニが縮小したことと傾向が重なっている。

ユヱとユヱニの展開
 以上のようなユヱとユヱニの相違はどのようにして生じたのかを考察する。近世においてユヱと
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名
詞
 古事記 (700年代)
             万葉集 (700年代)
   古今和歌集 
    かげろふ日記 (954～975)
   うつほ物語 (970年代)
  源氏物語 (1004～1012)
  枕草子 (1000以降)
   栄花物語 (1092以降)
  梁塵秘抄 (1180頃)
 無明草子 (1198～1202頃）
 方丈記 
 宇治拾遺物語 (1213～1221)
   延慶本平家物語 
         徒然草 
        応永二十七年本論語抄 
     論語聴塵 (1475～1550)
 天草版伊曽保物語 
    天草版平家物語 
 醒睡笑 
          大蔵流狂言虎明本 
    雑兵物語 (1657～1683)
  おあむ物語 (1600～1672)
 おきく物語 (1615～1678)
 世継曾我 
 せみ丸 
  参会名護屋 
   けいせい浅間嶽 
  傾城阿佐間曾我 
 曽根崎心中 
  丹波与作待夜の小室節 
     百合若大臣野守鏡 
 碁盤太平記 
    今宮の心中 
     大職冠 
    天神記 
 おしゆん伝兵衛十七年忌 
   双生隅田川 
  津国女夫池 
  女殺油地獄 
   信州川中島合戦 
   心中宵庚申 
      関八州繋馬 
 跖婦人伝 
  遊子方言 (1770頃)
     御摂勧進帳 
 甲駅新語 (1775）
    伊賀越乗掛合羽 
  古契三娼 
 傾城買四十八手 
 繁千鳥 
 傾城買二筋道 
ユヱニ ユヱ・ユヱニの区別
　　分類
　　　　　　資料           (年代)
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　故　（夫ハ）　夫ト云。 （論語聴塵）
　（62）畝ハ母
ホ
也（…片山中略…）一義ニ百畝ノ農夫カ　耕作（シテ）、父母ヲ養フ　故　畝ハ　母
也ト云。 （論語聴塵）
　前件の述部に、「行う」「謀る」のように動作性の述語が現れるようになり、後件も「加える」「云
う」といった動作性の事態が現れている。上代・中古における、ユヱが名詞、ユヱニが接続助詞的
な用法という分担のうち、ユヱが前件・後件を繋ぐ場合においてはユヱニとの対立が失われている
のである。前件・後件を繋ぐ場合でも、中古までは名詞句を承ける形式であったユヱが、接続助詞
的な用法を獲得したものと考えられる。ユヱは名詞としての名詞的用法を残しながらも、接続助詞
的用法への変化が始まっているのである。
　また、上代・中古では前件が単文の形であったが、中世になると、「テ」「ニヨテ」「ヲモテ」といっ
た接続形式がユヱ節内に組み込まれるようになっている。そしてユヱ節内における「テ節」が、動
作による継起的関係で結ばれるようになり、前件で起こした動作が働きかける対象が後件の主体と
なるのである。
　こうして以下の例のように、近世以降、ユヱの前件と後件は別主語を取る例が増加していく。
　（63）（おあむハ）又しても、彦根の事をいうて、しかり給ふ　ゆゑ、後々には、子ども（ガ）、しこ
名を、ひこ根ばゝといひし。 （おあむ物語）
　（64）（子供ガ　おあむヲ）　世は時々じやものをとて、花であしらふ　ゆゑ、（おあむハ　子供ニ）　腹もたてども、
後世おそるべし。 （おあむ物語）
　（65）此子が争ひむつかる　ゆへ　（母親ガ　子供ヲ）　暫し外面にすかし置きて候。
 （近松浄瑠璃集　せみ丸）
　（66）いやさ　三浦と云女郎めが、　身を　なぶつた　ゆへ　（とね五郎ガ　三浦ヲ）　縛めおいた。
 （上方歌舞伎集　けいせい浅間嶽）
　ユヱ節内に「テ」「ニヨテ」「ヲモテ」を用いた継起的事柄が用いられるのに対し、ユヱニは中世
においても単文しか承ける例がない。
　（67）をろかなる人は　ふかく物を頼（む）　ゆへに、（をろかなる人ハ）　うらみいかる事あり（徒然草）
　（68）（君主ガ）　崔‐杼カ妻ヲ盗メル　故ニ　（崔‐杼ガ　君主ヲ）　殺也。 （応永二十七年本論語抄）
　（69）大車モ小車モ、輗與軏ノアル　故ニ　千里ヲモ行也。 （応永二十七年本論語抄）
　（70）人モ信アル　故ニ　身ヲ持ツ也。 （応永二十七年本論語抄）
　〈表４〉〈表５〉では近世以降のユヱとユヱニの相違が顕著であったが、上代から中世までのユヱ
の変遷を考察した結果、既に近世以前にユヱとユヱニの相違が内在していたことがわかった。
　
8.3　近世におけるユヱニ
　中世以降、ユヱニは動作性の事態も状態性の事態も承けるが、以下の例のように、状態性の場合
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　ユヱは後件において話者の判断表現が現れなかったのに対し、ユヱニは話者の判断表現、動作性
の事態が現れ、誰かの動作によって別の動作・判断が起きている。
　以上のようなユヱとユヱニの違いはなぜ生じたのであろうか。
　考えられることとして、まずユヱとユヱニの違いは、ユヱニは助詞「ニ」が接続した形式である
ということである。
　「其のユヱは」「ユヱなくて」等の名詞的用法のユヱは上代から中世にかけて使用されていたが、
近世初期の『おきく物語』以降、使用されなくなることは３章に述べた。上代においてユヱと訓じ
る用例は『古事記』では「由惠」1例を除いて名詞的用法である。『万葉集』では「故」は名詞的用
法と前件・後件を繋ぐ用法がある。ただし、「故」は名詞に接続する用法に留まっており、活用語
に接続する例はユヱニと訓じる例にしか現れない。
　石垣謙二（1955）は名詞句を従属節とする複文を、「主部の属性を作用的な相に於て陳述するもの」
である「作用性複文」と、「主部の属性を形状的な相に於て判定するもの」である「形状性複文」
に分けた。そして前件と後件において「形状性用言同志の組合せは存在するが、作用性用言同志の
組合せは遂に発見し得ない」とし、「作用性用言反発の法則」と名付けている。前件が名詞句の複
文において、［状態性の事態］＋［状態性の事態］もしくは［状態性の事態］＋［動作性の事態］
はありえるが、［動作性の事態］＋［動作性の事態］はありえないということである。
　名詞に接続する例に偏っていたとはいえ、ユヱは上代から「邇
ニ グ ロ キ
具漏岐由
ユ ヱ
惠」のように形容詞に接
続し、ユヱ節を構成する例がある。しかし、このような例もユヱが名詞としての機能に偏っていた
ことから考えると、「～する理由」「～である理由」という、　名詞句としての性質を持っていたも
のと思われる。名詞句を承ける形式なので、上代・中古ではユヱが状態性の事態と状態性の事態を
繋ぐ用法に留まっていたのである。対してユヱニは作用性用言反発の法則に縛られず動作性の事態
を繋ぐことから、名詞句を承ける用法ではない。
　上代・中古におけるユヱとユヱニは、ユヱが名詞、ユヱニが接続助詞的な用法として、区別され
ていたことがわかる。
8.2　中世におけるユヱの変化
　中世から、ユヱ節内に変化が起きる。ユヱ節の述部に動作性の述語が現れるようになるのである。
　（58）禮ハ　文ヲ執テ、身ニ行フ　故、（禮ハ）　執ノ字ヲ加タリ。 （応永二十七年本論語抄）
　（59）是時季氏（ガ）　魯ヲ専ニ（シテ）、國ノ政ヲ同列ノ大夫ト魯君ノ朝
ニ
不
（シテ）
レ議
ハカラ
、獨家臣ト私ノ家
ニ謀ル　故、　夫子ノ　ソラトボケ（シテ）如此云ル也。 （応永二十七年本論語抄）
　（60）（『春秋集解』ハ）　モト経ト別々ニアリシヲ見ニクキニヨテ、一ツニ集テ経ノ心ヲ解ス　故、（『春秋
集解』ハ）　集解ト云。 （論語聴塵）
　（61）畝百為夫（…片山中略…）夫ト云心ハ、　古ニ田地ヲ分ルニ百畝ノ地ヲモテ、一農夫ニ給フ
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　故　（夫ハ）　夫ト云。 （論語聴塵）
　（62）畝ハ母
ホ
也（…片山中略…）一義ニ百畝ノ農夫カ　耕作（シテ）、父母ヲ養フ　故　畝ハ　母
也ト云。 （論語聴塵）
　前件の述部に、「行う」「謀る」のように動作性の述語が現れるようになり、後件も「加える」「云
う」といった動作性の事態が現れている。上代・中古における、ユヱが名詞、ユヱニが接続助詞的
な用法という分担のうち、ユヱが前件・後件を繋ぐ場合においてはユヱニとの対立が失われている
のである。前件・後件を繋ぐ場合でも、中古までは名詞句を承ける形式であったユヱが、接続助詞
的な用法を獲得したものと考えられる。ユヱは名詞としての名詞的用法を残しながらも、接続助詞
的用法への変化が始まっているのである。
　また、上代・中古では前件が単文の形であったが、中世になると、「テ」「ニヨテ」「ヲモテ」といっ
た接続形式がユヱ節内に組み込まれるようになっている。そしてユヱ節内における「テ節」が、動
作による継起的関係で結ばれるようになり、前件で起こした動作が働きかける対象が後件の主体と
なるのである。
　こうして以下の例のように、近世以降、ユヱの前件と後件は別主語を取る例が増加していく。
　（63）（おあむハ）又しても、彦根の事をいうて、しかり給ふ　ゆゑ、後々には、子ども（ガ）、しこ
名を、ひこ根ばゝといひし。 （おあむ物語）
　（64）（子供ガ　おあむヲ）　世は時々じやものをとて、花であしらふ　ゆゑ、（おあむハ　子供ニ）　腹もたてども、
後世おそるべし。 （おあむ物語）
　（65）此子が争ひむつかる　ゆへ　（母親ガ　子供ヲ）　暫し外面にすかし置きて候。
 （近松浄瑠璃集　せみ丸）
　（66）いやさ　三浦と云女郎めが、　身を　なぶつた　ゆへ　（とね五郎ガ　三浦ヲ）　縛めおいた。
 （上方歌舞伎集　けいせい浅間嶽）
　ユヱ節内に「テ」「ニヨテ」「ヲモテ」を用いた継起的事柄が用いられるのに対し、ユヱニは中世
においても単文しか承ける例がない。
　（67）をろかなる人は　ふかく物を頼（む）　ゆへに、（をろかなる人ハ）　うらみいかる事あり（徒然草）
　（68）（君主ガ）　崔‐杼カ妻ヲ盗メル　故ニ　（崔‐杼ガ　君主ヲ）　殺也。 （応永二十七年本論語抄）
　（69）大車モ小車モ、輗與軏ノアル　故ニ　千里ヲモ行也。 （応永二十七年本論語抄）
　（70）人モ信アル　故ニ　身ヲ持ツ也。 （応永二十七年本論語抄）
　〈表４〉〈表５〉では近世以降のユヱとユヱニの相違が顕著であったが、上代から中世までのユヱ
の変遷を考察した結果、既に近世以前にユヱとユヱニの相違が内在していたことがわかった。
　
8.3　近世におけるユヱニ
　中世以降、ユヱニは動作性の事態も状態性の事態も承けるが、以下の例のように、状態性の場合
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ユヱとユヱニ　　片山　鮎子
　ユヱは後件において話者の判断表現が現れなかったのに対し、ユヱニは話者の判断表現、動作性
の事態が現れ、誰かの動作によって別の動作・判断が起きている。
　以上のようなユヱとユヱニの違いはなぜ生じたのであろうか。
　考えられることとして、まずユヱとユヱニの違いは、ユヱニは助詞「ニ」が接続した形式である
ということである。
　「其のユヱは」「ユヱなくて」等の名詞的用法のユヱは上代から中世にかけて使用されていたが、
近世初期の『おきく物語』以降、使用されなくなることは３章に述べた。上代においてユヱと訓じ
る用例は『古事記』では「由惠」1例を除いて名詞的用法である。『万葉集』では「故」は名詞的用
法と前件・後件を繋ぐ用法がある。ただし、「故」は名詞に接続する用法に留まっており、活用語
に接続する例はユヱニと訓じる例にしか現れない。
　石垣謙二（1955）は名詞句を従属節とする複文を、「主部の属性を作用的な相に於て陳述するもの」
である「作用性複文」と、「主部の属性を形状的な相に於て判定するもの」である「形状性複文」
に分けた。そして前件と後件において「形状性用言同志の組合せは存在するが、作用性用言同志の
組合せは遂に発見し得ない」とし、「作用性用言反発の法則」と名付けている。前件が名詞句の複
文において、［状態性の事態］＋［状態性の事態］もしくは［状態性の事態］＋［動作性の事態］
はありえるが、［動作性の事態］＋［動作性の事態］はありえないということである。
　名詞に接続する例に偏っていたとはいえ、ユヱは上代から「邇
ニ グ ロ キ
具漏岐由
ユ ヱ
惠」のように形容詞に接
続し、ユヱ節を構成する例がある。しかし、このような例もユヱが名詞としての機能に偏っていた
ことから考えると、「～する理由」「～である理由」という、　名詞句としての性質を持っていたも
のと思われる。名詞句を承ける形式なので、上代・中古ではユヱが状態性の事態と状態性の事態を
繋ぐ用法に留まっていたのである。対してユヱニは作用性用言反発の法則に縛られず動作性の事態
を繋ぐことから、名詞句を承ける用法ではない。
　上代・中古におけるユヱとユヱニは、ユヱが名詞、ユヱニが接続助詞的な用法として、区別され
ていたことがわかる。
8.2　中世におけるユヱの変化
　中世から、ユヱ節内に変化が起きる。ユヱ節の述部に動作性の述語が現れるようになるのである。
　（58）禮ハ　文ヲ執テ、身ニ行フ　故、（禮ハ）　執ノ字ヲ加タリ。 （応永二十七年本論語抄）
　（59）是時季氏（ガ）　魯ヲ専ニ（シテ）、國ノ政ヲ同列ノ大夫ト魯君ノ朝
ニ
不
（シテ）
レ議
ハカラ
、獨家臣ト私ノ家
ニ謀ル　故、　夫子ノ　ソラトボケ（シテ）如此云ル也。 （応永二十七年本論語抄）
　（60）（『春秋集解』ハ）　モト経ト別々ニアリシヲ見ニクキニヨテ、一ツニ集テ経ノ心ヲ解ス　故、（『春秋
集解』ハ）　集解ト云。 （論語聴塵）
　（61）畝百為夫（…片山中略…）夫ト云心ハ、　古ニ田地ヲ分ルニ百畝ノ地ヲモテ、一農夫ニ給フ
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を拡大することによって、用法を拡大しなかったユヱニは最終的にユヱに吸収されることになった
ものと考えられる。
　ユヱとユヱニは先行研究において文語的であり、口語ではあまり用いられない形式であるとされ
ている。しかし通時的にみれば時代によって承ける事態に変遷があり、また、語形による統語的な
相違も認められる。
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は主体の様子や性質を描写するものがほとんどである。
　（77）よろづの鳥けだ物、小さき虫までも、心をとめて有様を見るに、子を思ひ、親を懐かしくし、
夫婦を伴ひ、妬み怒り、欲の多く、身を愛し、命を惜しめること、（よろづの鳥けだ物、小さき虫ハ）　ひとへ
に愚癡なる　ゆへに、（よろづの鳥けだ物、小さき虫ハ）　人よりもまさりて甚だし。 （徒然草）
　（78）（都の人ハ）　なべて心やはらかに情ある　ゆへに、（都の人ハ）　人のいふほどの事、けやけくいな
ひがたくて、萬えいひはなたず （徒然草）
　（79）又、彭祖一人ト見ル心ハ、（彭祖ハ）　年八百歳ニ（シテ）老タル　故ニ、（彭祖ハ）　老‐彭ト云
トミタリ。 （応永二十七年本論語抄）
　近世以降、ユヱニの前件・後件は同一主語であり、後件は１つの述語となって固定化している。［―
―ハ＋１つの述語＋ユヱニ、同一主語ハ/ガ＋１つの述語］のように、用法としては固定的なもの
になっていると思われる。先行研究で指摘されたとおり、ユヱニが通常用いられる形式でなくなっ
ており、堅苦しい文語体になっている証拠であると思われる。
　（80）「侍分の者共は　生心有　故に　（侍分の者共ハ）　向かふの心に徹する也。
 （近松浄瑠璃集　百合若大臣野守鏡）
　（81）「いやなふ廿四時過ぬれば、守り本尊の寿命の札を削られて冥官の帳に載る　故に、　二度
娑婆へは帰られず （近松浄瑠璃集　天神記）
　（82）いやもふ、そふしたお心ではござり升まいけれど、女子といふ物は心のさばけぬものじや
　ゆへに、（女子といふ物ハ）　腹の立。 （上方歌舞伎集　伊賀越乗掛合羽）
　（83）殊に我らが女房心狭き賤の女。（女房ハ）　夫を大事と存る　故に　（女房ハ）　嫉妬深く、万疑ひ
強き女。 （近松浄瑠璃集　大職冠）
９．結論
　以上、ユヱとユヱニの相違について考察した。
　上代・中古においてユヱとユヱニは、ユヱが状態性の事態、ユヱニが動作性の事態を承けること
によって対立していた。この差はユヱが名詞としての機能を失っておらず、名詞句を構成する要素
であったのに対し、接続助詞としての用法はユヱニが担っていたことによる。
　中世から、ユヱは接続助詞的用法になっていく。また、上代・中古までは前件が単文であったも
のが、テ節・ニヨテ節・ヲモテ節を含むようになり、うちテ節が継起的な事態を含み、動作が働き
かける対象が後件で主語をとるようになる。
　よって、近世以降、ユヱは用法を拡大して単なる事態から話者の事態に対する態度まで承けるこ
とができるようになり、結果が〈表４〉〈表５〉の数値に現れている。同時に近世初期の『おきく
物語』以降、名詞的用法が消滅し、ユヱは文法化して接続助詞となったのである。
　一方、ユヱニは、上代から接続助詞としての用法を担っていた。しかし時代が下り、ユヱが用法
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を拡大することによって、用法を拡大しなかったユヱニは最終的にユヱに吸収されることになった
ものと考えられる。
　ユヱとユヱニは先行研究において文語的であり、口語ではあまり用いられない形式であるとされ
ている。しかし通時的にみれば時代によって承ける事態に変遷があり、また、語形による統語的な
相違も認められる。
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要約
　本研究の目的は、在宅介護現場の専門職を対象とした体験学習を用いた専門職連携教育プログラ
ムの効果を検証することである。プログラムは講義・演習から構成され、グループワークと振り返
りにより連携行動の促進を試みた。研究１では研修前後および１ヵ月後の追跡調査での行動変化は
みられなかった。そこで「内省的洞察」をより強化する教育内容に変更して介入を行ったところ、
研究３において有意な得点上昇が認められた。自他の言動・行為に対する注意を高めて気づきを促
す教育内容は、多職種連携を促進する行動を強化する上で一定の効果があると考えられる。
キーワード：多職種連携、専門職連携教育、体験学習
背景
　高齢化の進展や病院の在院日数の短縮化をはじめとする社会的背景の変化に伴い、病院・施設中
心のケアから在宅中心のケアへの移行が進められている。在宅生活を営む高齢者の有するニーズは
多種多様であり、高齢者が住み慣れた家での生活を継続するためには医療・介護の専門職が連携し
て多様なニーズに応える支援体制を構築することが求められている。
　多職種連携を実現するためには、各専門職が支援目標を共有し、コミュニケーションの機会を確
保して情報交換を行い、相互理解を深めることが必要である（野中，2007）。近年、多職種が一堂
に会する会合や交流会を通じて連携を図る取り組みが活発になっている。例えば堀籠・阿部（2014）
の「ケア・カフェ」は、ワールドカフェの手法を用いて、カフェのようなリラックスした雰囲気の
中で多職種が日常の相談事を気軽に話し合い、顔の見える関係を作ることを目指している。また孫
（2014）の「みんくるカフェ」は、サイエンスカフェのスキームを応用して、専門職に加え患者・
市民を含めた相互理解の場作りを実践している。こうした多職種と接触する機会へ参加することで、
他職種との役割を把握し、日常の悩み事などを相談できるネットワークが形成されるといった効果
が確認されている。
　ただし阿部・堀籠・内島・森田（2015）によれば、ケア・カフェは地域における個人同士の顔の
見えるゆるい関係構築を意図したものであり、他の関係者と気軽にやりとりができるというような
在宅介護場面における多職種連携教育プログラムの開発
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